


[image: ]







[image: ]








第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

エピローグ









第一章








　私、澤さわ田だ陽ひ菜なは物心がついた時から、大人になったら早く家を出たい……逃げ出したいと思うような、荒んだ考えを持つ子どもだった。

　その理由は、巷ではよく聞く親からの経済的虐待だ。

　学校の友達みたいにほしいと思ったものをプレゼントしてもらえることもなく、毎日食べるものも懇願しなければ食べさせてもらえないほどだった。

　それは父親がどうしようもないギャンブル狂いだったから。

　そして母親はそんな父親に見切りをつけ、外で男を作っては遊ぶことしか能がない人だった。

「あんたがいなければ、もっと好き放題遊べたのに」

「あんたが一日食事を我慢すれば、もっと遊べるのに」

　それが親の口癖だった。その言葉を聞くたびに、お手伝いを頑張るから食べさせてください。テストでいい点数を取るから、ご飯をくださいとねだったものだ。

　身体的虐待はなかったけれど、私の心に闇を落とすのには十分な仕打ちだった。

　虐待というものはタイプが違っても、大きな傷をつけられた子どもの心からそれが消えることは決してない。

　親に対して感謝することがあるとすれば、文句を言いながらも高校まで通わせてくれ、卒業できたことくらいだろうか。

　だから、高校に進学してからは勉強とバイトを頑張り、奨学金制度を使って大学に入学して家を出た。そして私はようやく自由を手に入れた。

　知り合いがいない土地で親の顔色をうかがうこともせず、食事の心配もせず自由に生きて、自分のためだけの居場所を手に入れた。

　小さなワンルームでの暮らしだけれど、ここには私を傷つける人はいない。

　その日から、私はやっと本当の自分を曝け出した。

　見た目は身長が高くて派手な顔立ちのせいか、私の容姿だけを見ると私生活は派手な感じに思われるかもしれないが、今までの私は常に下を向いていて、覇気のない子どもらしくない子だった。

　そんな私の本当の自分の姿は、よく笑い、よく喋るタイプだったらしい。

　大学に入学してからは水を得た魚のようにのびのびと生活をしていた私。知らず知らずのうちにたくさんの友達ができた。

　男女問わず、私の周りには友人が集まり、最高に楽しい時間を過ごすことができた。

　その中でも特に仲良くなったのは、菅すが野の翔しょう太たという同い年で同じ学部の人だった。

　同じゼミを受け、サークルも一緒で、ほかの友達よりも同じ時間を過ごすことが多かったから自然と行動をともにするようになったせいかもしれない。

　男友達でこんなに仲良くなったのは翔太が初めて。翔太とは異性を意識しないぐらい気が合うことが多くて、ものすごく楽な関係だった。

　翔太は爽やかなスポーツマンタイプで高身長の、いわゆるイケメンという類の人だ。

　私も身長は高い方で百六十七センチあるけれど、私でも見上げるくらいの身長だから百八十センチ以上はあるだろうか。顔のパーツは今時のイケメン俳優のいいところばかりを取った顔をしている。笑うと甘い顔立ちになり、普段の表情は凛々しく目元は女性の視線を集めてしまうくらいの目力だ。

　それに性格は誰に対しても明るく友達も多く、彼を嫌っている人がいるなんて聞いたことがないくらい、いい人。

　だから、女性からの人気もあった。そんな彼の一番仲のいい女友達だった私は、何度か影口を叩かれ、軽い嫌がらせなどはあったけれど、親からの虐待を経験している私にとって、どれも蚊に刺された程度のものだった。

　そんな私に翔太はいつもすまなそうな表情をしていた。だけど、私が笑って平気な顔をしていたから、あの時友人関係が壊れなかったのだと思う。

　そして、翔太が女性にもてた理由は容姿と性格以外にも、大手不動産会社の御曹司という肩書があったからだ。

　本人がこのことを自分から言うのではなく、彼の友人たちが女性に近寄りたいために翔太の友達だということをネタにして狙っているという噂をよく耳にしたため、私も知ることとなった。

　サークル仲間から聞いた話だけど私もその現場を目にしたことがあり、その友人たちの最低な行動にイライラは募っていた。

　だけど、翔太自身が気にしていなければ放っておこうと思っていた。

　そんな私の堪忍袋の緒が切れたのは、飲み会の席で酔った彼から「正直、俺は金持ちの家なんかに産まれたくなかった。みんな、俺の肩書きで近寄ってくるし、利用してくるから。普通の家族のもとに生まれたかったよ」と弱音を聞いた時だ。

　大切な友人の翔太がこんなことを思っていて黙っていられなかった私。

　お酒の勢いもあってか、その場で翔太のことを利用している男たちに「大切な友人をネタにして女を口説くとか、自分がいかに情けなくて最低な行動を取っているのかわかっているの?!」「二度と翔太をネタにして女を呼ぶな！」と怒鳴ってしまった。

　それがきっかけで翔太に感謝された私は、彼とますます仲良くなっていった。

　また、怒らせると怖いというレッテルを張られてしまった私は翔太と仲よくしていても、女性たちから嫉妬されずに済み、大学生活は大きなもめ事もなく、平和に過ごしていた。

　そして時が経ち、就職活動に勤しんだ私は、都内の百貨店の受付嬢として就職した。

　もともとは事務員になろうと思っていたけれど、身長が高い上に派手めな顔のパーツの私を、翔太がずっと「人前にでる仕事に就いたほうがいい。性格も向いている」と言ってくれていた。

　サービス業への就職はあまり乗り気ではなかった私。希望していた事務員の就活は全て落ちたのに百貨店だけは採用された。

　百貨店はほとんど行ったことがなく、そんな私に高度な接客が望まれる百貨店なんて大丈夫かなと不安だったけれど、経験を積んでいくうちに意外と親と同じくらいの年齢の人や年配の方と接することがストレスに思わなくなり、今では仕事が楽しいと思えているのだから、翔太には感謝しかない。

　そんな彼とは大学を卒業して就職した今でも交流はあり、一ヶ月に一度は仲がよかったサークルメンバーを集めて飲み会を開催している。

　それぞれ、新しい生活への希望ややりがい、時々愚痴を言ったりして大変だった。でも、それなりに楽しい時間を過ごしていた。
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　そして、月日は経ち、就職してから六年が過ぎた。

　私も二十八歳になり、受付の仕事でもリーダーを任されるようになって、仕事面ではとても充実していた。

　一人暮らしも十年も経てば一人の時間も慣れたもので、ずっと快適なおひとり様を満喫している。

　もともとずっと一人で生きて行こうと思っていたから休日は資格の勉強や取得を頑張っているし、今でもすでに収納アドバイザーや販売士検定、接客サービスマナー検定などの資格も取った。

　このまま年を取って受付嬢をできなくなっても、異動願いを出して百貨店のショップの販売員として働けるし、将来のプランも安泰だ。

　私は両親のような結婚生活を送るのなら、一生一人で生きていく。絶対にあんな人たちのような人生は送らない。

　そう決心して家を出てきた。親からの連絡は全てブロックしているし、あの人たちに住んでいる場所も職場も教えていないから、絶対に会うこともない。

　そんな清々しい気持ちで毎日を過ごしていた。

　そんな自由を満喫していた時だった。

　出勤前、大学時代からずっと住んでいるワンルームの自分の部屋で身支度を整えていると、翔太から【今夜、飲まないか？】とメッセージが送られてきた。

「こんな時間に珍しいな」

　いつもなら三日前くらいに飲みに行こうというメッセージが送られてくる。

　しかも、今回はグループではなく、私個人宛だ。

　翔太が飲みの誘いで私だけを誘ってくるのは、かなり久しぶりのこと。

　なにか個人的な話かな。あまり人には言えない悩みとか、翔太でもあるのだろうか。

　ボブカットの毛先をヘアアイロンで巻きながら、翔太の顔を思い出す。そういえば、困った顔の翔太ってほとんど見たことがないな。

　それだけ、翔太は私たちの前では笑顔だってことだろう。

　そんな翔太がもし悩んでいるのなら、できるだけ力になろう。だって、私と翔太は性別を超えた親友だ。

「よし、できた」

　訪れたお客様に不快感を与えない程度のメイクとヘアセットをして、秋の気候にふさわしい白のカットソーとネイビーのパンツを着て、ローヒールのパンプスを履けば私の通勤スタイルの出来上がりだ。

「今日も頑張ろう」

　鏡に映る自分に向かって気合いを入れ、お昼のお弁当をトートバッグに入れるとスマホのスケジュールに『翔太と飲み会』と入れて家を出た。

　家の最寄駅から二駅乗った駅直結の百貨店が私の職場だ。

　百貨店に着くと従業員口から入り、すぐにロッカールームで制服に着替えて三つある案内所のうち、今日担当する正面出入り口の案内所に向かう。

　すでに後輩の結ゆい子こちゃんは出勤していて、正面玄関の掃除を始めていた。

「おはよう、結子ちゃん。先に掃除をしてもらってごめんね」

　案内所のカウンターに、仕事に必要なファイルを置いた私を見た結子ちゃんが掃除機の手を止め、にっこりとお手本のような愛らしい笑顔を向けてくる。

「澤田リーダー、おはようございます。今日、ちょっと早く起きられたので、早めに出勤しちゃいました」

　愛くるしいキュートな笑顔の結子ちゃんは、去年入社したばかりで案内所の中でも一番年下だから、リーダーの私とペアになることが多い。

　朝にふさわしい弾けるような可愛い笑顔を見て、私もにこりと笑顔を返した。

「ありがとう。綺麗に掃除をしてもらって、本当に助かっちゃった。来店するお客様も気持ちがいいわね」

「やった、澤田リーダーに褒められちゃった」

　まだリーダーになって間もない私が褒めたくらいで笑顔で喜んでくれるなんて、なんて可愛いのだろう。

　私にはできないキュートな反応に笑みが零れる。

「それじゃあ掃除が終わったら、今日出勤している受付嬢を集めてミーティングをしましょう」

「はい！」

　スケジュール通りの仕事を今日も一日こなし、そのまま閉店まで仕事をして退勤をする。

　いつもと変わらない、同じ日常だ。

　開店前に入り口で待っていらっしゃるお客様に、背筋を伸ばして朝の挨拶をしてお出迎えする。この時、表情を声に気合が入って私の仕事のスイッチが入るんだ。

　それから頭の中に叩き込んでいる今週の催事のイベント内容をお客様に説明し、店内へお客様のご案内、遺失物管理や身体が不自由でヘルプが必要なお客様の付き添いなど、受付嬢と言ってもその仕事は多岐にわたる。

　それをこなしている私が、結子ちゃんからすれば憧れの人、らしい。

「リーダーの仕事ぶり、本当に尊敬します！　私も早くリーダーみたいにならなくちゃ」

「ありがとう。そう言ってくれて嬉しいし頼もしいわ」

　私が嬉々とした表情でそう言うと、結子ちゃんは満面の笑みで返してくれる。

　こんな感じで、私は職場も人間関係にも恵まれ、とても充実した日々を過ごしていた。

　今の私には平穏で自由な暮らしがあるから、昔の私の辛い日々を思い出しても、もう苦しくなることなんてない。

　そして時々、友人たちと食事をして他愛のない話をして、美味しいお酒とご飯を食べる。

　今日もそんな時間を過ごし、一日を終えるだろう。

　そう思って、翔太と待ち合わせをしているレストランに向かった。

　今回は珍しく、いつも使っている居酒屋ではなくて、個室があるイタリアンレストランへ来てほしいというメッセージが送られていた。

　イタリアンレストランなんて珍しいな。しかも、個室を予約しているなんて、ますますいつもと違う状況に、心なしか胸の中がざわついてくる。

　翔太が予約を取ってくれたレストランは、ネットで調べるとかなりの高級なお店らしく、シェフは本場イタリアで修業を積み、その味と徹底した接客のサービスのよさから、開店してすぐに星が付いたくらいの有名なレストランらしい。

　そんなところで私と食事だなんて、翔太は何を考えているのだろう。

　それに、高級レストランで食事をするのなら、もっとマシな服装をしてくればよかった。

　こんな格好で申し訳ないな……と考えながらレストランに到着すると、すでに翔太は待っていてくれた。

「陽菜、こっちだ」

　私を見つけた翔太は、爽やかな笑顔を向けながら右手を上げ、通る声で私の名前を呼ぶ。

　グレーの高級スーツを着て、センスのいい柄のネクタイを締めて淡い茶色の軽くパーマがかかった髪は、ライトに照らされていつもよりセンスよく見えた。

「待った？」

「いや、大丈夫。悪いな、いきなり呼び出して」

　翔太は凛々しい目と眉を下げて申し訳なさそうな表情をしている。まるで大型犬がいたずらをしたのがバレてしまい、しょげているみたいだ。

「ううん、別に用事もなかったしね。それに、美味しいご飯を食べさせてくれるんでしょ」

「もちろん。期待してくれていいぞ」

「やった」

　私が喜ぶ顔を見せると翔太はほっとしたような表情を見せてから、店内へエスコートしてくれた。

　ここに来る前にネットで見た通り、このレストランはかなり洗練されていて、スタッフの接客も素晴らしいし、サービスも行き届いている。

　いつも行く居酒屋と全然違う……。客層だっていかにもセレブなファミリーから、上品そうな夫婦に記念日なのか、ドレスアップしたカップルもいる。

　私も案内嬢の仕事をしているから、メイクや髪は毎日、整えてはいるけれど、服装にもっと気遣えばよかったな……と後悔した。

　長い付き合いの翔太だから、ついいつもの格好でいいやと思ってしまい、おしゃれをしてこなかったことを申し訳なく思いつつ、スタッフに案内されたテーブルで椅子に座る。

　翔太はコース料理を予約してくれていた。運ばれてくる料理はもちろん美味しくて、彩りも新鮮な食材がとても素晴らしく、料理を口に運ぶ手が止まらないくらい視覚や味覚を楽しませてくれる。

「こんなお店、初めて来た……。た、高いよね……」

　デザートの桃のコンポートを食べながら、今頃財布の心配をし始めた私。

　全てが文句なしの高級店なのだから、金額も相当するはず……。カードを切らなきゃいけないな、と私の考えがわかったのか、翔太はワイングラスを持ちながら、ぷっと軽く笑った。

「金のことなんか気にしなくていい。急に誘ったのは俺だしな」

「いや、そういうわけには……」

「俺がそう言ってるんだから、甘えろよ。それに、俺の話を聞いてもらうつもりだったし」

「あっ、そうそう。何か話があったんだよね。なに？　どうしたの？」

　フォークをそっとお皿に置き、話を聞く体勢を作る。

　翔太は「あー……」と歯切れの悪い返事をしながら、熱い珈琲が入ったカップを手に取り、喉に流し込む。

　そして「ふうっ」と一息はくと、背筋をピンとして真っ直ぐな目で私と向き合った。

　翔太のあまりの真剣さに私は生唾を飲み込んで、瞬きを忘れて翔太を見つめる。

　そして翔太は口を開いた。

「陽菜、お前にしか頼めない頼みごとがあるんだ」

「頼みごと？」

「ああ、俺と結婚してほしい」

「けっ……！」

　オウム返しをしていた言葉を大声で叫びそうになり、慌てて口を手のひらで押さえて我慢した。

　だって、結婚って！

　今、翔太は間違いなく結婚と言った。俺と結婚してほしいって！

　突然の親友からのプロポーズに、驚愕してしまい無言になってしまう私。

　そんな私を見て翔太はため息を一つこぼし、苦笑いをする。

「まあ、いきなりこんなことを言われたら、驚いて何も言えないよな」

「お、お、驚いたってもんじゃないよ……。どうしたの？　いったいどういうこと？　結婚が頼み事ってこと？」

　まだ驚いている私は震え声で翔太に問いかけると、彼は小さく頷いた。

「ああ、そのとおり。俺と結婚してほしい」

「な、んで……。私達、そんな関係じゃないよ」

　そうだ。私と翔太は大学時代からの親友で、私にとってなんでも話せて一番頼りになる人だ。

　そこに今まで恋愛感情がなかったからこの関係は成立していたと思っていたのに、翔太の中では私と翔太は恋人同士という間柄になっていたというの？

　まさかそんな……。自分の中でありえないことが起きて混乱していると、翔太は眉を下げてうなじを左手で掻いていた。

「そうなんだ。だから、これはプロポーズじゃない。純粋な頼み事なんだよ」

「へっ？」

「陽菜には一年間だけでいいから、俺と結婚生活をしてほしいんだ」

「はあ？」

「頼む。俺の一生のお願いだ。俺と一年間だけ夫婦になってくれ」

　淡々と進む会話に、理解が全く追いつかない。

「ちょ……っと待って……。結婚なんて普通の頼み事じゃないよ。いったいどうしたの？」

　混乱しながらも、こんなことを言いだすのは翔太らしくない。きっと何か理由があるはずだと、彼の意見を聞く体勢を作る。

　すると、翔太はうなじを掻いていた左手をテーブルの上に置き、私の方に身を乗り出し、口を開いた。

「今のご時世で古くさい話だと思うけど、聞いてくれるか？」

「も、もちろん。なんでも話して」

　私がそう言うと、翔太は少し顔つきが柔らかくなり、リラックスした姿勢になった気がした。

　そして話すタイミングを作るためか、咳払いをする。

「実は一年くらい前から、両親や親せきから早く結婚をしろとすごい勢いで催促されてしまっていて……」

「えっ？　翔太って結婚を考えているような人がいたの？」

「いない。正直、大学を卒業してから仕事一筋だったから、そんな相手を作る余裕なんてなかった」

　そうだ。翔太は将来、代々続く大手不動産会社を継ぐため、仕事一筋で頑張っていた。

　それはずっと見ていた私も知っている。

　だから、恋愛なんてする時間なんかなかったはずだ。

「それなのに、もう二十八歳になるのだから、身を固めろってうるさくて」

「どうしてそんなことを言われるの？　今時、二十代後半で独身でも珍しくないのに」

「いい年をした男がいつまでも独り身だと性格に難があるんじゃないかって思われるから、さっさと結婚をしろって言うんだ。俺はまだ結婚なんかしたくないんだけど」

「仕事のために自分の時間を犠牲にしてきたのに、それはひどいね。翔太、今まで会社ために頑張ってきたのに」

　私が怒りながらそう言うと、翔太は嬉しそうな表情を一瞬、見せた。だって、彼が頑張っていたのは本当だ。

　卒業してから久しぶりに会った時、仕事や人間関係が大変なのか、頬がこけて随分と痩せてしまっていた。

　今は学生時代よりもずっと大人の男性になって立派な社会人だけど、当時は心底心配したものだ。

「そう言ってくれる陽菜は、本当にいいやつだよな」

「私は本当のことを言っているだけだよ。少なくとも翔太のご両親はそんな彼を見てきているのに、翔太の意志なしで結婚を強制するなんて、信じられない」

「親はまあ……心配しているっていうのもあると思うけど」

　そうなんだ……。親と言うものはいつまでも子どもの心配をするものなんだ。

　とっくに両親と縁を切ってしまった私には、普通の家庭の当たり前の感情がわからなくて、首を傾けそうになってしまう。

「あっ……。そういうわけでさ、お見合いをしろってすごくしつこいんだ。それで、親友の陽菜に一年間だけでいいから俺の妻になってもらえないかなと思って」

　翔太は私の家庭環境を知っているから、すぐにこの話はやめてくれたのだろう。

　だけど、本来の話に戻ったものの、私の頭の整理はまだついていなくて、頭を抱えてしまいそうになる。

「いや……。だけど、結婚って……。恋人とか婚約者とかじゃなくていきなり結婚？　籍とか本当に入れちゃうの？」

「俺はそのつもりだ。とにかく結婚を望んでいるから婚約期間だと、両親も親戚も納得してくれないと思う。見合いももう進めようって話になっているんだ」

「ええ！　翔太の気持ちとか関係なく？　それはひどい！」

「だろ？　俺も本当に困っているんだよ」

　だから助けてくれと言わんばかりに、翔太は懇願のまなざしを私に向けてくる。

　自分の両親のせいで、結婚に対してマイナスのイメージしかなかった私。

　だけど、不思議と翔太に結婚をしようと言われて、驚きはあったけれど嫌悪感は全くなかった。

　ただ、周りを騙せるくらい本物の夫婦を私が演じ続けることができるのか。

　それだけが不安だ。

「でも……私が翔太の奥さんになる役なんてできないよ。ちょっと現実離れすぎたお話だし、さすがにすぐにバレるんじゃ……」

「親には俺たちの今までのことをそのまま伝えれば大丈夫だ。大学の時に知り合って、そのまま恋人同士になって、お互い結婚をしたいと思えるまで結婚をしないつもりだったけど、俺が見合いをするとなれば、話は別だ。俺は陽菜と結婚したいって言えばいい」

　嘘だとわかっているけれど、私と結婚したいと言われ、ちょっとときめいてしまった。

　嘘でも胸の中はこんなふうにドキドキするのだから、本当に愛している人からプロポーズを受けた人の心臓の鼓動は計り知れないだろうな。

　私は結婚をする気はなかったからこの感情を味わう機会はないけれど、それでも少しうらやましいと思ってしまう。

　でもどこかでぼろが出たらどうする？　その時、結婚詐欺だとか言われて訴えられたりしないだろうか。

　次々と不安要素ばかり思い浮かび、私は苦い表情しかできない。

　翔太は私の反応を見て、さらに身を乗り出してきた。

「陽菜、お前一生結婚する気はないって言ってただろ。それなら、お前の人生の一年を俺にくれ。一年が過ぎて離婚した後は謝礼金ももちろん奮発するし、そのあとの人生のサポートも必ずするって約束する。なんなら、別れた後に住む家も俺が所有しているマンションの一室を譲ってもいい」

「しょ、翔太……」

　こんなに必死に人を説得する翔太を初めて見た。それだけ切羽詰まっているのだろう。

　翔太と結婚……。彼の妻になる……。それも一年だけ……。

　今でも縋りつくような目で私を見つめている翔太。この目、昔見たことがあったな……とこんな時に思い出していた。

　そういえば私が大学生の時、バイト先のカフェの帰り道に常連の客からしつこくストーカーみたいなことをされていたことがあった。

　その話を聞いて心配した翔太が、その客が諦めるまで送り迎えをさせてほしいと粘り強くお願いされた。

　当時の目と同じだ。あの時、翔太が彼氏役をしてくれたことによって、常連客のつきまといがなくなったんだ。

　男という存在が嫌になった出来事ではあったけれど、常連客から私を守ってくれた翔太にはいつか恩返しをしようと心に決めていた。

　そう考えれば、今がそのチャンスなのでは……？

　翔太がものすごく困っていたら、今度は私が助けようと決めていたんだ。

　私にこんな現実離れした頼み事をしてくるくらいなんだ。彼は相当困っている。

　それなら、私ができることで助けてあげたい。

　そう決意した私は、目に力をグッと入れて翔太を見つめる。唇をギュッと噛みしめてから、喉から振り絞るような声で自分の思いを言葉にした。

「うん……。わかった。私、翔太と一年間だけ結婚するよ」

「陽菜！　本当か！」

「うん、翔太が困っているのだから、助けるのは当然だよ。私じゃ力不足かもしれないけど」

「そんなことない！　俺は陽菜がよかったんだ。本当に嬉しい！　ありがとう！」

　こっちがびっくりするくらい喜んでいる翔太を見て、幸福に満たされる。

「でも、うまくできる自信はないよ。もともと結婚に向いているタイプじゃないし」

「別にうまくやろうって気にならなくていい。俺に対しての接し方も今まで通りで十分だ。結婚したっていう事実がほしいだけだから」

　翔太からそう言ってもらえ、少し肩の荷が下りた。

「うん……わかった。頑張ってみるね」

「ありがとう、陽菜。じゃあ、これ、受け取ってくれるか？」

　翔太が心底安堵した顔をしながら、ジャケットの内ポケットから手のひらサイズの何かを取り出す。

　それをテーブルの真ん中に置く。

　私はそれを見て、目を丸くして驚いた。

「リ、リングケース？」

「ああ、もし陽菜がＯＫを出してくれたら、絶対にこれを渡そうと思って用意をしていたんだ」

　翔太が私に差し出したのは、ベロア素材でできたシルバーのリングケースだ。

　こんなものまで用意していたなんて……。なんて用意周到なんだろう。

　翔太はケースから美しく輝く一粒のダイアモンドの指輪を取り出すと、私に向かって手を差し出せと言わんばかりに指輪を見せてくる。

　ここは……結婚をすると約束をしたのだから、左手を出すべきだろう。

　かなりの羞恥心を感じながら、私は左手を差し出す。彼は私の左手の薬指に静かにはめた。

「一年間だけど、しっかりと幸せにするからよろしくな」

「あっ、う、うん……。頑張ります……」

「ハハッ。いきなりしおらしくなって、陽菜らしくないぞ」

「そ、そうね。いつもの私らしく……」

「そうそう。いつも元気で明るい陽菜が俺は好きなんだからさ」

　翔太がいきなり「好き」なんて言うから、一気に顔が赤くなる。

「な、なに急に……。好きとか言ったことなかったじゃん」

「これからは夫婦になるんだから、言葉のスキンシップは大事だろ。お前もいつでも言っていいからな」

「む、無理！　翔太ってば順応性ありすぎじゃない？」

　私が顔を真っ赤にして反応すると、翔太はさらにニコニコとした顔をして満足気に私の左手の薬指にはめられている指輪を見つめる。

「一年間、よろしくな。奥さん」

「は、はい……」

　見つめられた薬指の指輪を私も同じように見つめる。

　左手の薬指に指輪なんて、生まれて初めてだ。

　それをまさか翔太から贈られるなんて……。

「詳しいことは近々、会って決めよう。今週の土曜日か日曜日、時間はあるか？」

「土日はどっちも出勤だから、夜でもいい？」

「じゃあ、飯でも食いながら話そう。結構ワクワクしてきたな」

　そう言う翔太は、憑き物が落ちたみたいにすっきりとした顔をしていた。

　反対に私はとんでもないことになったな……と、暗い顔をしてしまいそうになる。

　だけど、翔太の明るい笑顔を見ていると、人助けにも悪くないな……と、そう思うようした。







第二章








　契約結婚の約束をした週末に私と翔太は食事をしながら、今後のことについて詳しく話し合いをした。

　場所は前回のような高級レストランではなく、行きつけのチェーン店の居酒屋だ。

　やっぱり、私にはこっちの雰囲気の方が気が楽でリラックスできる。

「いつから付き合うことにするつもりなの？　プロポーズとかそういうのもはっきりさせておいた方がいいでしょ」

　私がハイボールを飲みながら翔太に質問をすると、彼はトートバッグの中から一冊のファイルを取り出した。

「それについて、俺なりに考えてきたプランがあるから目を通してほしいんだ。違和感があるところがあったら、いつでも訂正をしてくれ」

「……本当に準備万端ね」

　徹底した準備に半ば呆れた顔になってしまう私。そんな私を予想していたのか、翔太は私の反応なんか気にせず、ニコニコとしている。

　彼の屈託のない笑みを見てくすっと笑いながら真っ黒の薄いファイルを開くと、そこには年表が記載されていた。

　それらを凝視していくと、大学時代から付き合っていることになっており、結婚を意識したのは社会人二年目になってから。

　同棲をしたかったけれど、結婚まで中途半端なことはしたくないという私の意見から、同棲はせず結婚へ。

　そんな私達がなぜ結婚を決めたかというと、土日休みの翔太とシフト勤務の私の仕事では休みが合わず、今ではデートもなかなか出来ないため、喧嘩を何度もした。だけど、そのたびにお互い歩み寄り、絆を深めていき、結婚を決意した……なんてことまで書いてある。

「……まるで、内容の薄い恋愛映画のようね。脚本家でも目指しているの？」

「せっかく考えたのに、そういうこと言うなよ。少しでもリアリティを目指して、気持ちの流れとか時間軸とかこれでも一生懸命に考えたんだって」

　私の感想に、翔太は脱力感たっぷりの返事をした。その反応につい笑ってしまう。

　こんなことを一生懸命考えるなんて、ちょっと可愛いなと思ってしまったからだ。

「いっぱい考えてくれてありがと。別に私から言うことはないよ。馴れ初めってことだよね。全部、頭の中に叩き込んでおく」

「ああ、助かる。変更したい部分とかあったら、いつでも言ってくれ」

「うん、わかった。あと、遅くなっちゃったけどこれ」

「んっ？」

　私はひとまずファイルをテーブルの上に置き、今日のために百貨店で買って来た小さな紙袋を翔太に差し出す。

　彼は訳がわからず、その紙袋を真っ直ぐ見つめていた。

「婚約指輪のお返し。腕時計なんけど、気に入らないデザインだったらごめん」

「えっ、お返し！　そんなものを用意してくれたのか？」

「婚約指輪なんか買ってもらっちゃったんだから、お返しを用意するのは当然でしょ。一応、翔太の好きそうなデザインを選んできたつもりだけど」

　高価な指輪をもらっておいて、そのままありがとうと受け取るだけなんてことはできず、お返しに海外ブランドの少し値段のする腕時計を買って来た。

　翔太が普段身に着けているような海外製の高級なブランド品は買えないけれど、今、若い男性に流行っているものを店員と一緒に選び、お返しにちょうどいい値段のものが見つかったからそれを差し出す。

　ベースは黒で秒針はシルバー、そしてベルトも黒革を選んだ。

　それをさっそく自分の手首に着けて、翔太は見惚れるように腕時計を眺めていた。

　かなり喜んでくれている……？　それが伝わってくるくらいの輝かしい表情だ。

「マジで嬉しい……。ありがとう、一生大事にする」

「一生とか大げさ！」

　たいそうなことを言うものだから、笑ってしまった私。でも、翔太は本気ともとれる声のトーンだ。

「大げさじゃない。本当に大事にするよ。ありがとう」

「うん……まあそう言ってもらえて嬉しい」

　渡されたファイルを自分の鞄に入れながら、照れくささを隠すため、翔太から目線を逸らしてしまう。すると、翔太が長四サイズの白い封筒をテーブルに出した。

「次は何？」

「一番重要なもの。これは絶対に必要だから」

　一番重要なものと言われ、ドキドキしながら白い封筒の中を取り出すと、それは婚姻届だった。

「あっ、そ、そっか。婚姻届……。結婚するのなら必要だもんね」

「こんな居酒屋で封筒に入れて渡すものじゃないけどな。でも、部屋を取って渡すのもなんか狙っているみたいだし、今までどおりでいいかなって」

「う、うん。私もその方がありがたい！　これも書いてまた渡すね！」

　婚姻届を取り出して確認すると、すでに翔太の分は記入済だ。それを見た途端、さらにこの結婚の現実味が帯びてきて、緊張と照れが生じてくる。

　でも、翔太は全てのことに淡々としているから、本当に私との結婚はただの契約で、両親を安心させる一つの仕事みたいなものなのだろう。

　だから、私もいい加減、この現実を受け入れて仕事と思わなければ。

「陽菜がすぐに結婚を受け入れてくれて、助かったよ。お前には一生頭が上がらないな」

「でも、どうして私なの？　翔太なら声をかければいくらでも女性が集まってきそうなのに」

「普通の女なら、本気になって後々面倒なことになりそうだろ。でも、陽菜なら結婚を望んでいないし、昔からの親友で気心も知れている間柄だし、一緒に生活をして楽だろうなって思ったんだよ。それにサバサバしているお前の性格、好きだしな」

　一応、聞いておこうと思った質問に、また「好き」という言葉で返され、爆弾を落とされた私。

　そういう言葉に慣れていないせいか、ただの友情の好きなのに、変に意識してしまう。

　男慣れしていない自分が情けない……。だけど、不思議と翔太が言うように、彼との生活に不安はなく、むしろ楽しそうかもと思っている自分がいる。

「生活をするのに、気心を知れている仲っていうのは私も同感だよ。翔太となら、楽しく暮らせそうだし」

「そうそう。一年間だけのシェアハウスだと思って、気楽に暮らそうぜ」

　にこっと、ビールのジョッキを持って、人懐っこい笑顔を見せる翔太。彼の顔を見ていたら、自然と私も笑っていた。

「シェアハウスか。いいね、楽しそう」

　緊張がワクワクに変わり、まるで子どものように浮かれてしまう。

　この先きっと大変なことが待っているだろうけど、翔太とならなんとかやっていけるかな……。そんなことを思っていた。




　その後、この結婚で一番の不安要素だった翔太の両親に挨拶へ向かった。

　日にちは日曜日の大安に決め、場所は翔太の実家だ。時間はお昼の二時で、手土産は私が務める百貨店の和菓子売り場の中で一番売り上げがよくて品のいい羊羹の詰め合わせにした。

　天気は梅雨の時期なのに、珍しいくらいの晴天。でも、ここまでしても、ため息ばかり出てしまう私。

　私は翔太と違って家柄も立派ではないし、毒親の元で育ち、今はその親とも縁切りをしているのだから、普通の家庭よりもよい印象を持たれないだろう。

　こんな私を受け入れてもらえるだろうか……。そんな不安があった。

　その不安を翔太に言っても「大丈夫。両親に陽菜のことは大学の時から話してあるし、誰よりも俺のことを知っていて理解してくれている人間だってことを伝えている。だから、安心してくれ」と言われた。

　たしかに翔太とは親友だし、お互いのことは仲間の中では一番知っている仲だと思う。

　それでも、結婚と友情はまた別ものだろう。

　それが翔太の両親にバレたら絶対に反対されるだろうな……。

　門前払いになったらどうしよう……。そこまで覚悟して彼の実家に到着すると、意外なほど温かい対応で迎えてもらえた。

　リビングに通された私と翔太は、お手伝いさんと思われる女性が淹れてくれた紅茶とフルーツのタルトを出してもらい、ニコニコ顔の両親が見ている前で「どうぞ食べて」と言われて、いただくことになった。

「若い女性が好きなスイーツってどういうものかわからなくて無難なものを選んだのだけど、お口に合うかしら？」

「も、もちろんです。ありがとうございます」

　ウキウキしているという表現が最も似合う笑顔で、翔太のお母さんはタルトを食べている私を見ている。

　隣に座っているお父さんも、朗らかな表情をしていてとても門前払いをされるような雰囲気ではないことに、とりあえずホッとした。

　お茶の時間もそこそこに、姿勢を正した翔太が本題に入り始め、緊張で背筋がぴんっとなる。

「結婚の話だけど、俺、前から言っていたように陽菜を結婚するから」

　詳しい話は事前にしており、私のこともご両親は知っているせいか、翔太はあっさりと話を終わらせる。

　私はそんな流れでいいのか、さすがにもっと丁寧に説明をすればいいのではないかとハラハラしたけれど、ご両親の笑顔が崩れることはなかった。

「陽菜さん」

「は、はい」

　翔太のお母さんに緩やかな口調で呼ばれ、慌てて返事をした。

「お仕事は百貨店の受付だったかしら」

「はい、そうです。受付のリーダーとして働いております」

「リーダーといえば、部下をまとめる役割をしているってことね。平社員ではないのはまあ妥協点かしら」

　妥協点と言われ、目尻がぴくっと動いた。

　少しカチンときたけれど、言葉遣いを間違っただけかもしれないと思い直し、受付で鍛えられた笑顔でそのまま会話を続ける。

「受付の他に、いつでも販売員として転職できるように、収納アドバイザーや販売士検定、接客サービスマナー検定も勉強しました。新卒から雇ってくれた会社にはいつまでも貢献していきたいと思っております」

　自分の生活の一部である仕事のために、恥ずかしくない程度の勉強はしてきたつもりだ。

　そんな私の話に彼のお父さんは納得した顔を見せてくれたけれど、お母さんの顔はどんどん渋くなっていく。

「まあ、結婚をしてもまだ働く気でいるの？　そんなことで翔太の生活のサポートができるのかしら。そんな人ならお見合いの話を進めた方がいいんじゃない？」

　お母さんからの発言に、勢いよく翔太の方を向いてしまう。

　翔太ったら、私に仕事を辞めろなんて一言も言ってなかった！　まさか、結婚をしたら、受付の仕事を辞めさせるつもりでいたのだろうか。

　そんなことをされたら、この結婚が終わった私は無職状態になってしまう。

　仕事を辞めるなんてことを聞いていたら、結婚話なんて受けなかったのに……！

　そんな目で彼を見つめると、翔太は身を乗り出して怖い顔をしていた。

「母さん、何度も言っているけど、今の時代は女性だから家に入るとかじゃなくて、できる方がやるスタイルが当たり前なんだよ。いつまでも母さんの古い価値観を押し付けないでくれ。それに、俺は見合いなんてしない。俺は陽菜と結婚をするってずっと前から決めていたから」

「でも、女性の方が家事育児をするのが普通なのよ。資格もたくさん持っているようだけど、お家のことには必要のないものばかりよね」

　今まで勉強してきたことを批判された気がして、胸中穏やかじゃない。

　さっさとこの話は終わらせよう……。そう思い、笑顔を貼り付けて言葉を返した。

「それでは、保育士やベビーシッターの資格も取れるように頑張りますね」

「あら、じゃあ調理師免許や栄養士の資格もお取りなさいな。翔太の身体のことを考えたら、そっちのほうがずっといいわ」

　どこまでも息子ファーストな母親に、だんだんと怒りが募ってくる。

　でも、これが普通の母親の姿なのかもしれない。

　どれだけ年齢を重ねても、親にとって子どもは子どものままで、無条件に心配する対象だ。

　私の親は……翔太みたいな御曹司と結婚をするって聞いたら、地の果てまで追いかけてきてお金を渡せと言ってくるだろうな。

　縁を切ってよかった……。心の底からそう思う。

「まあ、結婚後のことは本人たちに任せたらいいじゃないか。陽菜さんが勤める百貨店の外商部には私達もお世話になっているし、あそこは評判のいい素晴らしい百貨店だ。それに仕事に熱心な人間に悪い奴はいない。きっと、陽菜さんも真面目な方だ。そうでなければ、翔太が結婚相手に選ぶわけがない。そうだろう？　翔太」

　私とお母さんのやり取りを聞いていたお父さんが優しい声色でそう言い、お父さんに言われると渋々お母さんも下がってくれた。

「ああ、父さんの言う通りだ。俺は陽菜の優しくて真面目で、裏表のない性格に惚れたんだよ」

　ホッとしたのも束の間、翔太がまた甘い言葉を言うものだから、耳まで真っ赤になってしまう。

　その様子を見て、お父さんが声を出して笑っていた。

「若い二人の新しい人生の始まりだ。少しは見守ってあげよう、母さん」

「まあ……。不安材料はいろいろあるけれど、今考えても仕方ないわね。わかったわ、二人のお付き合いも長いようだし、ここは息子の翔太を信用します」

「ありがとう、父さん、母さん」

「ありがとうございます。ご期待に添えるよう尽力いたします」

「まあ、まるでビジネスみたいな言い方ね。ここは百貨店ではないのだから、もっと気楽に話して頂戴ね」

　お母さんが苦笑いを零し、お父さんも笑っている。

　しまった、この仕事も契約みたいなものだから、つい仕事の延長みたいな感じで話してしまった。

　隣の翔太も我慢できず声を出して笑っているし、私は「すみません……」と小さくなるしかなかった。

「それだけ仕事熱心と言うことだろう。いいじゃないか、百貨店の案内嬢なんて立派な仕事をしているんだ。思う存分、気のすむまでしっかり働いたらいい」

「あ、ありがとうございます」

　気まずい場面もあったけれど、何とか結婚の許可が下りて、一つのハードルをクリアした私達。

　それから親のことをどう説明しようかと悩んでいたら、私が親と縁を切っていることを知っている翔太は、ご両親に私の親はすでに二人とも亡くなっていると伝えてくれていた。

　だから、顔合わせはなく、私達の希望で結婚式や披露宴もなしで、親せきやお世話になっている人たちへ挨拶回りをするという形になった。

　やはり息子の晴れ姿が見たかったのか、お母さんだけは「披露宴も結婚式もない結婚なんて……」と渋っていたけれど、お父さんが宥めてくれた。

　そして翔太の実家をお暇して、彼の車の助手席に乗り、私は激しい脱力感に包まれている。

「はああああ……。疲れた……」

「お疲れ。うまく話がすすんでよかった」

　助手席の背もたれに身体を預け、盛大なため息をはくと、翔太もため息をつきながらリラックスした声を出した。

　とりあえず難関の両親への挨拶は終わったけれど、私には気になることがやっぱりある。

「うまくいったのかな？　お母さんの方は最後まで納得していない感じだったけど」

　彼の母親は最後まで私が仕事を辞めないのを納得していない態度だったし、女は家のことをすればいいっていう古風な考えの持ち主で、何よりも翔太を一番に考えろっていう感じだ。

　それを翔太も感じていたのか、また深いため息をついて口を開いた。

「あの母さんは何を言っても納得しないよ。昔からああなんだ。自分の思い通りにいかないと、不満ばっかり口にするんだよ」

「そうなの……」

「子どもの時は親の顔色を窺っていたけど、俺ももうそんな歳じゃない。自分のことは自分で決めるし、人生の大事な決断は絶対に譲りたくなかった。だから、結婚だけは親の言うことを聞きたくなかったんだ」

「そんな話、初めて聞いた……。もっと早く言ってくれたらよかったのに」

　いつも明るくて人生を謳歌していそうな翔太がこんな悩みを持っていたなんて、初めて知った。

　翔太の親友のつもりでいたけれど、まだまだ知らない彼の一面があることを知り、ショックもあるけれど、さらに親近感が湧いてしまっている。

　みんな、口に出さないだけで、大なり小なり不安や悩みを抱えていることに、改めて気づかされた気がした。

「一応、これでも男のプライドみたいなものは持っているんだよ。陽菜にはダサいところを見せたくなかったからさ」

「アハハ！　今更じゃない？」

「まあな。でも、これからもっと男らしいところを見せないとな。これから俺は陽菜の夫になるわけだし」

「形だけだけどね。私もいい奥さんだねって言われるように頑張るよ」

　今の会話で翔太の知らなかった顔を知ることができて、さらに距離が近くなった。

　大切な親友の翔太のためだ。私でできることならなんでもしよう。

　満面の笑みで気持ちを伝えると、翔太は本当に嬉しそうな顔をして笑っている。

　このままいい雰囲気で一年間の結婚生活を楽しめたらいいな……。そんなことを思っていた。
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　そして、とんとん拍子に結婚準備は進み、お互い職場に入籍報告をして翔太の親族に結婚の報告のはがきを出し、一週間かけて挨拶周りを終えると、やっと落ち着いて引っ越し準備ができた。

　目が回るような忙しさだったけれど、スケジュール調整は翔太が全てやってくれたし、親族への挨拶も私は自己紹介だけで、主に結婚の流れまでの話は翔太が受けてくれた。

　想像以上に頼りになる姿を見て、こんな男性なら今まで女性は放っておかなかっただろうに、どうして翔太は今まで彼女を作ってこなかったのだろう。

　そんな疑問が問題を一つクリアしていくごとに生まれるけれど、目の前の山積みのスケジュールをこなすことに精いっぱいで、翔太とはなかなかしっかりと話ができない日が続いた。

　でも、あとは引っ越しをして一年間一緒に住むだけだ。

　部屋は翔太が用意してくれて、翔太名義で所有しているマンションの最上階を私達の住まいにすると言っていた。

　一度部屋を見に行ったけれど、まるでドラマに出てくるようなデザイナーズマンションで、驚愕しっぱなしだった。

　部屋の数は３ＬＤＫで、私と翔太の部屋が一つずつあり、リビングと友人たちが来た時に泊まってもらう客間がある。

　友人たちには結婚することは伝えていて、近々ホームパーティーも開く予定だ。グループチャットで翔太と一緒に結婚報告をした時は、みんなかなり驚いていたな……と、思い出すだけで笑ってしまう。

　左手の薬指には、婚約指輪とは違う彼とお揃いのシルバーのペアリングがある。

　婚姻届を書いて提出した帰り、翔太と一緒に買いに行った結婚指輪だ。

　本当に彼と夫婦になったんだな……。そう実感すると、胸の中が気恥ずかしい思いでいっぱいになる。

　ちゃんと妻の役を最後まで演じよう。結婚指輪を見つめながら、私は強くそう思った。







第三章








　八月のお盆明けに、私は翔太と暮らす新居に引っ越しをした。

　百貨店のお盆のピークを終え、ゆっくりと引っ越しに向き合えるからと思ったからだ。

　一人暮らしの時に住んでいたアパートよりも勤務先の百貨店に近い場所に新居はあり、実はそれが一番嬉しかった。

　それに、最新の設備に自分だけの広い部屋もあり、掃除はハウスキーパーを雇うから室内はいつでも綺麗だ。

　ずっと一人で慎ましく暮らしていた私にとって、翔太が与えてくれるセレブな環境は驚きとともに感動もすごい。

　変化があった環境は住む場所だけじゃなく、職場でもあった。

　名字はもちろん『菅野』の性に変わった。結婚をしただけで自分は変わらないけれど、目に見える変化は一ヶ月近く経った今でも全然慣れなくて、名字を呼ばれる時気恥ずかしい気持ちになる。

　受付のみんなは籍を入れたのだから、もっと有休を使って新婚旅行にでもいけばいいのに、と言ってくれたけど、お義父さんの専属秘書として働く翔太も仕事で忙しいし、私も契約結婚だから新婚旅行なんて行く気にもなれなくて、結局土日と月曜日を含めた三日間の連休の間に引っ越しを終えた。

「陽菜、この段ボールで最後？」

　引っ越し業者が運んでくれた私の段ボールを、翔太はテキパキと私の部屋に運んでくれる。

「うん、ありがとう。それで最後だよ」

「それにしても、お前の荷物って少ないよな。ミニマリストってやつ？」

「そういうわけじゃないけど、あんまりものを増やしたくない性格なんだよね。自分が必要と思っているものがあれば、他には要らないかなって考えだから」

「ふーん、今まで陽菜の家に行ったことなかったから、そういうタイプなんだって初めて知ったよ。俺達、付き合いは長いけどまだまだ知らないことって結構あるんだな」

「そうだね。私もそれは思った」

　お互い笑い合い、最後の段ボールを翔太は部屋に運んでくれる。

　そのタイミングで、私は翔太に向かって笑顔になり、口を開く。

「今日からよろしくね、翔太」

「ああ、よろしく奥さん」

「あはは！　全然慣れないや」

　軽く笑う私を見て、翔太がはにかんだように微笑む。その笑みが友人同士だった時と比べて慈愛に満ちているように見えるのは、私の夫と意識してしまうからだろうか。

　ほんの少し胸の中が熱くなった気がしたけれど、これは新生活にワクワクしている気持ちが勝っているからだろう。

「あっ、そうだ。今日の夕ご飯どうする？　何か作ろうか？」

　ワクワクしているのを誤魔化すため、普段通りのテンションで翔太に接した。だけど、今度は翔太が浮かれた表情を見せ、目を見開かせて喜んでいる。

「えっ、陽菜が作ってくれるのか？」

「私だって料理くらいできるから。まあ、簡単なものしか作れないけど……あっ、でもせっかく引っ越してきたばっかりなんだから、近所に美味しいお店の探索とかしたいよね」

「それもいいけど、陽菜が作ってくれるのなら、そっちの方がいいな。新しい店を探すのは休日の楽しみにしよう」

　スマホを見て近所にいいお店があるか調べようとしたら、翔太がそう言ってくれ検索先が近所のスーパーへと変更になった。

　そして最後の荷ほどきが終わってから、二人でスーパーへと出かける。

　近所には高級なスーパーしかなくて結構食費がかかるかも……と心配していたら、翔太が食費と光熱費と家賃は自分が出すと言ってくれた。

「でも、それじゃあ翔太の負担が大きくない？」

　夕方でもまだ明るい外を歩きながら翔太の顔を見上げると、彼は首を左右に振る。

「俺の我儘で結婚してもらって一緒に住んで引っ越しもしてもらったんだから、これくらい当然だ。陽菜は自分のためだけにお金を使えばいい。まだ、奨学金の支払いも残っているんだろ」

　痛いところをつかれ、苦い顔になる私。がっくりと肩を落とした。

「そうなんだよね……」

「それに陽菜は俺の奥さんだから。奥さんに使う金は惜しまないさ」

「それじゃあ……お言葉に甘えて。ありがとう」

「これからは遠慮なく、どんどん甘えていいぞ」

　優しい笑顔で頼もしい言葉を言ってくれる翔太を見ていたら、本当に私の夫として暮らしていく決意が溢れていると思う。

　私もちゃんと妻として頑張ろう。

　それにしても、これからもし翔太が本当に愛する人を見つけて結婚したら、こんな素敵な旦那の奥さんになれる人はすごく幸せだろうなと思う。

　まあ、結婚に憧れや興味がない私には愛する人と結婚するという現実は一生、ないと思うけど。

　それから、翔太と私の結婚生活は順風満帆に過ぎて行った。

　最初はいくら親友とはいえ、一緒に住むことになったら気を遣うだろうなと覚悟をしていたけれど、翔太は絶妙な距離の取り方で私と生活をしてくれた。

　朝晩は一緒に過ごすけれど、食事は基本バラバラだし、プライベートなことは一切干渉せず、私が仕事で遅くなろうが友達と遊びに行こうが全く聞かれなかった。

　共通の友人は家に来てホームパーティーをすることがあるから、その時は夫婦らしいコミュニケーションを取るけれど、もともと親友同士だった私達だ。

「昔から仲がよかったもんな」と言われ、多少恥ずかしくてぎくしゃくすることはあっても、怪しまれることはなかった。

　時々、夜は一緒にお酒を飲んで近況報告をしたりするけれど、それも場所が居酒屋からリビングに変わっただけで、前の関係と変わらない。

　休みが一緒になった日は二人で食材の買い物に出かけたり、飲食店のフェスに出かけたりする。その時間がいい気分転換になり、私の貴重なリフレッシュタイムになっていた。

　こんな契約結婚なら、この先ずっと続いてもいいなあ……。

　いつからかそんなことを思うようになっていた私。

　だけど、これは最初から一年間だけという約束だ。

　たしかにこの生活は楽しいけれど、客観的に見れば夫婦とはとても呼べないだろう。

　それに翔太のご両親からは、結婚生活が半年を過ぎたあたりから「仕事をするのはいいけれど、子どもはどう考えているの？　子育ては若いうちにした方がいいわ」と子どもを作れという催促までされるようになった。

　翔太も間に入ってくれて何とかはぐらかしてきたけれど、いつまでも義両親に期待をさせるのも心苦しくなってくる。

　なにかいい方法があったらいいのに……。そんなことを思いながら、翔太との生活は十一ヶ月も過ぎていた。

「そろそろ一年……。この楽しい暮らしも終わりか……」

　自室のベッドの上で両肩を伸ばしてストレッチをしながら、独り言を呟いた。

　どうやらこんなことを呟いてしまうくらい、私にとって翔太との生活は居心地がよかったみたいだ。

「寂しい気持ちもあるけど……。しょうがないよね」

　大きなため息をつきながら、伸ばしていた両手をシーツの上に下ろしてゴロンと転がる。

　もうすっかり見慣れた天井を見ながら、気持ちはがっくりと落ちていた。

　気持ちは落ちるけれど、翔太との親友関係が破綻するわけではない。

　翔太は両親には「一緒に暮らしてみて、価値観の違いがあった。もう結婚はこりごりだ」と説明するつもりらしい。義両親も翔太が結婚に向いていない性格だとわかると、以前のようにお見合い話を持ってくることも当分、ないだろう。

　全て順調だ。だけど、時々無性に寂しくなる。

　でも、この生活もあと一ヶ月で終了だ。荷物もだけど、気持ちの整理もしておかなければいけない。

「別れる当日は笑顔でサヨナラできるようにしよう」

　そして、また時々愚痴を言い合い、美味しいお酒を飲む関係に戻るんだ。

　そう強く思い、瞼を閉じた。
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　それから気持ちの整理ができないまま、一ヶ月が過ぎてとうとう一年目の結婚記念日がやってきた。

　この日は私達の結婚記念日でもあるけれど、同居生活の終わりを迎える日でもある。

　その日と翌日の日曜日は私も休みを取り、この家で過ごす最後の日を堪能しようと決めていた。

　今日は土曜日だから翔太も休みだ。それなのに早く起きてきて、朝食の準備をしてくれていた。

　いつも休みの日は、午前中はずっと寝ているはずなのに珍しいなと思い、整っていない髪とラフなスウェット姿の彼の顔を見て声をかける。

「おはよう、翔太。今日は休みなのに早いね」

　私が声をかけると、キッチンでコーヒーメーカーからコーヒーをカップに注いでいた翔太が視線をこちらに向けた。

「おはよう。まあ特別な日だからな。今日くらいは早く起きて朝食でも作ろうと思って」

　カウンターキッチンに並べられているのは、ハムエッグにトマトサラダ、それに皮ごとポテトをオリーブオイルで炒めてバジルで和えたものと、クロワッサン。

　そしてコーヒーメーカーで淹れてくれたコーヒーを私のカップに淹れてくれた。

「すごく美味しそう！」

「陽菜、この皮付きポテトが昔から好きだったよな。大学の学食でサイドメニューによく頼んでいただろ」

「よく覚えてるね、そんな昔のこと」

　私がそう言うと、翔太はにこっと笑いキッチンから出てきて、ダイニングテーブルに二人分のコーヒーを置いてくれる。

「陽菜との思い出は全部、鮮明に覚えているよ。陽菜は一番大切な奴だからな」

　屈託のない笑顔でそんな甘いことを言われ、心臓が跳ねてしまう私。

　翔太ったらいきなりそんなことを言いだしてどうしたんだろう。

　さっきも言っていたけれど、今日は特別な日って言っていたから、翔太なりに私にいい気分になってもらおうと気を遣ってくれているのかもしれない。

　だって、朝食まで作ってくれたんだ。こんなこと、一年間一緒に暮らしてきて初めてのことだ。

「私も覚えているよ。翔太とのことは。一番仲がいい友達だもの」

「……へえ、例えば？」

　若干の沈黙のあと、試すような目で見つめられてしまう。

　また心臓がドキッと弾んだけれど、これは試された質問への緊張のせいだろう。

「いっぱいあるよ。ゼミで翔太がやるはずだった発表を急にお腹が痛くなっちゃったから代わりにやったこととか、学食でお金を忘れて奢ったこととか、サークルの飲み会で終電を逃してネカフェに一緒に泊まったこととか」

「全部、かっこ悪いことばっかりじゃねーか」

「アハハ！　本当だ！」

　声を上げて笑う私と、恥ずかしそうに俯きながら朝食をダイニングテーブルに並べる翔太の雰囲気は、まるで大学生の時に戻ったように感じてしまう。

　こんな二人がまだ夫婦をしているのだから、不思議な感覚だ。

「そういえば、ネカフェに泊ったことがあったな。懐かしい」

「あの時、私、初めてネカフェに行ったんだよ。雑誌は読み放題だし、ご飯も美味しいし、ネットも使えるし部屋のソファも居心地がいいし、感激しっぱなしだったな」

　当時、二人で行ったネカフェが懐かしくて、満面の笑みになって話してしまう。

　翔太の顔を見ると、彼も私と同じように笑っていた。

「それなら久しぶりに行くか、ネカフェ」

「えっ、でも部屋の荷物をまとめないと……」

「そんなにすぐ引っ越しをしなくてもいいだろ。せっかく昔話で懐かしい気持ちになれたんだ。もう少し、楽しもう」

　そんな……。今日でこの生活は終わりだと思っていたから、離れる覚悟を決めていたのに、引っ越しはまだ先だなんて……。

　たしかに、引っ越し先の住居や業者は翔太が手続きをしておくと言ってくれたから、特に気にせず完全に任せてしまっていた。

　だから、翔太が先にすると言ったら、私は従うしかない。

　でも、翔太自身はそれでいいのだろうか。早く結婚生活を終わらせたいから一年という契約をしたんじゃないの？

　様々な謎が生まれるけれど、どうやら翔太は今日私と出かける気満々らしい。

　荷物をまとめる心づもりをしていたんだけどな……。まあ、今日一日くらい遊びに行ってもいいかな。

　別れの言葉は今晩、言うことにしよう。

　それまではもう少し夫婦としての時間を楽しもうか。

　そんなことを考えながら、翔太が用意してくれた美味しい朝食を頬張った。




　それから、朝食を摂って身支度を整えた私達は、翔太の車の運転で本当にネカフェに来てしまった。

　しかも、当時通っていた大学の近くの駅前のネカフェに、翔太は連れて来てくれた。

「よかった、まだやってて」

「そうだね。あっ、うわー、懐かしいな、あの駅のホーム！　サークルの帰り、みんながなかなか帰らなくて、ずっと立ってお喋りしていたよね」

「中身のない会話ばっかりだったけど、楽しかったよな。今じゃ、会っても会社や家庭の愚痴ばっかりだ」

「それだけ大人になったってことだよ」

「あっ、ちなみに俺は妻の愚痴なんて言ってことないからな。友達には俺の奥さんは最高って伝えてあるから」

「な、なにそれ、恥ずかしい……！」

　翔太はサークル時代の仲間と時々大所帯で集まって飲み会を開き、そこには女性はおらず男ばっかりで楽しんでいるらしい。

　その時のことを言っているのだろうけど、みんな顔を知っているメンバーばかりだから、次に会った時が恥ずかしくて仕方がない。

「も、もう別れるんだから、それくらいに……」

「あっ、今なら満席じゃなくて空いてるぞ。早く行こう」

「ちょっと！　待って！」

　こっちが喋っている途中だというのに、会話を遮って強引にネカフェが入っているビルに押し込まれてしまう。

　しかも上機嫌で今にも鼻歌を歌いだしそうなくらい、楽しそうな表情で。

　今日の翔太はいろいろと強引だ。

　そんな彼に戸惑いながらも、やっぱり久しぶりに来たネカフェは楽しくて、つい時間を忘れて長居をしてしまう。

　気付いたら三時間が経過していて、とっくに昼食の時間は過ぎていた。

　早く帰って荷造りをしなければ……。そう翔太に言っているのにうまくはぐらかされ、ネカフェで昼食を取り、そのあとは大学の構内を散策するということまでしてしまった。

　たくさんの思い出が詰まった道のりを歩くのはとても楽しくて、結局家に帰って来た時間は夜の八時。

　今日、荷造りをするのは絶望的だとなり、明日に回すことにした。




　夕食は大学生の時によく行っていたファミレスで食べて帰宅した私達。

　食べたメニューは当時と変わらず、翔太はハンバーグセットのご飯大盛りで、私はドリアとドリンクバーとサラダバーのセットだ。

　この味、懐かしいなあ。お店の雰囲気も変わっていないから、余計懐かしく感じたのかもしれない。

　だけど、目の前にいる翔太は学生の頃の面影があるものの、今は誰もが振り返るくらいのかっこいい大人な男性になっている。

　正直、ファミレスは不似合いだと感じるくらいだ。

　でも、食べながら喋る翔太は昔と変わらない。

　それが彼の魅力なんだろうな……。私も、少しは魅力のある女性に成長できているだろうか。

　そんなことを考えながら、お風呂に入るために掃除を開始した。

　浴槽を綺麗にしてお湯を張り、ちょうどいい温度と量になったらスマホを持ち出してたっぷりの時間をかけて半身浴をする。

　この時間が最高に気持ちよくて、ストレス発散ができる。

　それなのに、翔太には「今日は早く出てきて」と言われてしまった。

　まあ、いつもシャワーですませることも多い翔太も、休日くらいはゆっくりとお風呂に入りたいのだろう。

　約束通り、半身浴をしたい気持ちを我慢して、お風呂を終わらせた。そしてその後に翔太が入る。

　ゆっくり入ってくると思ったのに、入った思ったらあっという間にキッチンで冷蔵庫を開ける音が聞こえてくる。翔太はいつもシャワーを浴びた後、ミネラルウォーターを飲むからシャワーをもう浴びたのだろう。まるで烏の行水ぐらいの早いスピードだ。

「翔太、本当お風呂は早いな」

　私もミネラルウォーターを飲みながら、髪を乾かしていたドライヤーのスイッチをオフにする。

　すると、そのタイミングで私の部屋のドアがノックされた。

「はい、どうしたの？」

　ドアを開けた私の前には、お風呂上りの翔太が立っている。髪は半渇きで、このままじゃ風邪をひきそうだな、なんて思っていた。

「陽菜、この家を引っ越すことだけど……」

「う、うん」

　決意をしていたはずなのに、いざ面と向かってこの話をされると身構えてしまう。

　明日、改めて引っ越しの日程を話そうということだろうか。

　多分、その話になるのかなと続きを待っていたら、翔太が申し訳なさそうな表情になった

「その相談をしたいんだ。今、いいか？」

「えっ、今？」

「ああ、今話したい」

　翔太は珍しく語尾が強く、譲らない雰囲気を出している。明日は休みだから、話は明日でもいいのに、それさえも言い返せないくらい、翔太の目力は強い。

　だから、話をすることに応じた。

「うん、わかった。リビングに行く？」

「そうしよう。コーヒーでも淹れるよ」

　翔太がそう言ってくれ、先にリビングへ向かった。

　私はパジャマ姿の上にカーディガンを羽織って、あとを追う。

　リビングのセンターテーブルにはカップにカフェオレが用意されていて、翔太は先に座って飲んでいた。

　私もそのまま彼の隣に座る。

「カフェオレ、ありがとう」

「もう寝るところだったのに、悪かったな。でも、どうしても今日、話したくて。その……引っ越しの日付だけど、陽菜はいつ頃を希望している？」

「遅くても来週かな。本当は今日と明日に荷造りをして出て行くつもりだったから」

「来週か……。大丈夫、手続きはできてるから、いつでも引っ越せるよ」

「本当？　ありがとう」

　とんとん拍子に進んでいく話に、本当に終わりがやってきたのだなと実感してくる。

　最初はとんでもない話だと思ったけれど、想像以上に翔太との生活は楽しくて、そして充実していた。

　家族の温かさを知らなかった私は、彼との生活は心の底から満たされていた。

　この温もりを知れたのは、翔太のおかげだ。

　ただ、約束は約束。この生活は一年間という期限付きのものだ。

　だから、私は翔太と別れてまた一人の人生を生きなければいけない。

　翔太には私ができる目一杯の感謝の気持ちを伝えたい。だから、隣に座っている彼の方を向き、頭を深く下げた。

「翔太、今まで本当に……」

「陽菜、最後くらい一緒に寝ないか？」

「へっ？」

　今まで本当にありがとうと言うつもりだった言葉は、翔太のとんでもない一言で消えてしまった。

　私は瞬きさえも忘れて目を丸くして翔太を見つめる。

「俺、明日から出張で青森の方に行くんだ。来週の引っ越しも仕事でバタバタして家には帰って来られないと思う」

「そう……なの」

　出張なんて聞いてなかった。今まで出張で家を空けることあったけれど、まさか私が引っ越しをする日と被ってしまうなんて……。

　引っ越しの日は一緒にいられないことが思いの外、ショックだったけれど、それがどうして一緒に寝ることに繋がるの？

　私が怪訝な顔をしていることに気付いたのか、翔太は照れくさそうにうなじを掻きながら口を開く。

「だからさ、今までの思い出を振り返って少しでも多く話したい。ゆっくり喋りたいから、今日は一緒に寝てほしい」

「翔太……」

「お願いだ、陽菜」

　ソファの上に置いている私の手の甲に自分の手を添えてギュッと握られる。

　その手は緊張をしているのか、少し汗ばんでいた。

　たしかに、今日で翔太と夫婦として過ごすのは最後になるのだろう。それなら、私に家族の温かさを教えてくれた彼のために、一緒に寝ることくらいのお願い事は聞いてもいいんじゃないかと思う。

「うん、わかった」

「本当か？」

「いいよ、最後だもんね。一緒に寝よう」

　あっさりと受け入れた私に翔太は驚いていたけれど、笑顔の私を見て安堵の表情を浮かべている。

　一緒に寝ることが決まった私たちは、ベッドが広い翔太の部屋で眠ることになった。私は自分の部屋から枕だけを持参して彼の部屋へ入る。

　一緒に暮らしている間、部屋を覗くことはあっても中に入るのは初めてだ。

　翔太の部屋は壁一面に棚があり、そこに仕事に必要な不動産関連や経営学の書籍に、インテリアの本もたくさん並んでいる。

　棚以外はパソコンデスクと椅子、それにベッドくらいでモデルルームのようなすっきりとした部屋だ。

「陽菜、こっち」

　室内をきょろきょろと見渡していたら翔太に呼ばれ、枕を抱えたままベッドの縁に座った。

　あっ……。どうしよう、さっきまで一緒に寝るくらい大丈夫って思っていたのに、いきなり緊張が襲ってきた。

　でも、約束した以上やっぱり無理なんて言えないし、このまま勢いで布団の中に入ってしまえば平気かもしれない。

「陽菜、もうちょっとこっちに来ないと落ちるぞ」

　私がどうしようかと悩んでいると、翔太が私の肩に手を添えるとそのまま身体の向きを変えて、横になる体勢にしてくれる。

　私はそのまま流れに任せてベッドに横たわり、肩と肩がくっつく距離で翔太も横になった。

　片手を自分の後頭部に回し、リラックスしたように翔太は息を吐く。

　私はまだ緊張が解けず、肩が上がっている状態だ。

「ハハッ。もしかして意識してる？」

　すぐ隣にいる翔太が笑いながらそう言った。緊張が筒抜けなのが本当に恥ずかしい……！

「だ、だって男の人と寝るとか初めてだから！」

　毒親の両親のもとで育った私は、男性に対して結婚をする以前に恋愛感情を持ったことがないから、恋人というものを作ったことがなかった。

　だから、こんな私のことを好きになってくれる人は今までいたけれど、全員お断りし続けてきた。

　その結果、男性に触れられることなく今までの人生を過ごしてきた。こうして一緒に眠る男の人は、翔太が初めてだ。

「じゃあ俺が初めてってことか。いやー、光栄です」

「もう、馬鹿にしてる？」

「まさか。だって、俺も女とこうして寝るのは初めてだから、馬鹿になんてしないよ」

「あっ……」

　そっか。そう言えば、翔太から恋人ができたことや、好きな人の話って今までしっかりと聞いたことがない。

　私が恋愛の話をしないせいで合わせてくれると思っていたけれど、もしかしたら翔太も今まで恋人という人がいなかったのかな。

　どうしよう、そんなことを聞いてもいいのかな。でも、夫婦にまでなった関係の私達なのだから、恋人がいたことくらい聞いても大丈夫だよな……。

「翔太って今まで付き合った人とかいないの？」

　少し不安に思いながら小さな声で質問をすると、翔太は目を見開き、私を見ていた。

「これだけずっと一緒いたのに、俺に恋人がいたことがあるって思っていたのか？」

「そ、そうなんだけど、その、はっきりと聞いたことがなかったなと思って！」

「あー、まあたしかに……。いや、それでもそう思われるほうがちょっとショックだぞ」

「えっ、そうなの？」

「だって、今まで俺の恋愛関係に全く興味がなかったってことだろ。俺に好きな女がいるとか、恋人がいるとか気にしたことがなかったんだよな、陽菜は」

　そう言っている翔太の声はだんだんと落ちていって、表情も切ないような拗ねたような顔つきになった。

　さすがに鈍感な私が聞いてもショックを受けているのだなとわかる。

　これはまずいことを聞いてしまったのかもしれない。せっかく最後の日に仲良く夫婦関係を終わらせようとしていたのに、気まずい空気が流れてしまう……！

「そ、そんなことないよ！　ただ、聞くタイミングがなかっただけで！」

「本当かよ。どうせ俺には魅力がないって思っていたから、恋人なんかいないって思っていたんだろ」

「そんなわけないって！　だって、ほら！　あの、あれ……！　翔太、私が大学の時、カフェでバイトをしていた時にさ、男にストーカーをされてた時、守ってくれたじゃん。その時は、心の底からかっこいいって思ってたよ」

　拗ねてしまい、私に背を向けている翔太に私は必死にフォローをする。

　ストーカーの男から守ってくれた時、翔太のことを頼もしくてかっこいいと思ったことは本心だ。

　だから、この話は嘘じゃない。

「ただ、私が自他ともに認めるくらい恋愛に興味がなかったってだけで、翔太に魅力がないってことはないから」

　これも私の本心だ。ずっと恋愛なんか私には関係ないって思い続けてきたもの。

「そういえば……。そんなこともあったな」

　落ち込んでいた声はトーンが元に戻っていて、翔太の体勢もまた私の方に向いた。

　だけど、その瞳は心配そうな色を浮かべている。

「それから？　ストーカー被害にはあっていないのか？」

「うん、大丈夫。私を狙う男なんてあの時のストーカーくらいなものだよ。今はずっと平和に暮らしいるから大丈夫」

「……そんなことないだろ」

　翔太の声色は低さを増し、瞳はさらに険しくなる。

　珍しい彼の表情に心臓がドキッとした。

「陽菜は……自分ではわかっていないかもしれないけど、気遣いもできて優しいしなにより一緒にいて楽しいんだよ、お前といると。それにその……綺麗だし……。もっと自信をもっていい女だよ、お前は」

「えっ、きゅ、急に何……！」

「急にって言うか、ずっと思っていたことを言葉にしただけ」

　いい女って……。今まで「いいやつ」とか「最高の親友」とか言ってくれたけど、女を意識させるような言葉なんか言ったことなかったのに。

　突然、そんなことを言われた私は、なぜか一緒にベッドで眠っている状態が恥ずかしくなってしまい、身体を起こして自分の部屋へ逃げようとした。

　だけど、翔太に手首を掴まれてしまい、動けなくなる。

「今日はここで寝るって約束だろ」

　瞬きをせず、真っ直ぐな目で見られて身体が硬直してしまう私。

「うん、わかってる……」

　翔太の強い瞳に抗えなくて、そのままベッドに横たわる。すると翔太は私の手首を掴んでいた手をそのまま滑らせて、手を握ってきた。

　大きくて温かい翔太の手は、不思議と緊張していた私の気持ちを穏やかにしてくれた気がする。

　でも、手を繋いでいるという現状に、胸が高鳴っているのは間違いない。

　こんな熱くて身体が疼く感情は初めてだ。私、翔太にどうしてこんな気持ちを抱いているんだろう。

　これは初めての感情なのに、一切嫌な気持ちにならない。こんなの私らしくないって思う。

　でも、身体が疼いてこれを発散したくなるけれど、どうやって発散したらいいのかわからなくて、モヤモヤしている……。

「そんなに嫌？　俺と一緒に寝るの」

「えっ」

「ずっと、難しい顔をしている。陽菜のそんな顔を見るのは初めてだ」

　翔太は顔だけこちらに向けていて、その瞳は先ほどまでの真っ直ぐな目ではなくて心配そうに揺らいでいる。

「い、嫌じゃないの……。ただ、どうしたらいいのかわからなくて……」

「どういうこと？」

「その、今の気持ちを正直に話すと、私、ずっと心臓がおかしくて」

「えっ？　心臓？」

　私の言葉に、翔太はぎょっとした顔で驚く。

　私は恥ずかしさのあまり、目をつぶって今の自分の気持ちを説明しようと必死だ。

「なんか、なんていうか……。ずっとふわふわして、でもモヤモヤして、でも、それは嫌じゃなくて。しかも、身体も勝手に熱くなってるし……」

「つまり、疼いているってわけだ」

「そ、そうなのかな……。わからないの、いい大人が何を言っているんだって思うんだけど、こんなこと私には初めてで……」

　翔太は納得した口ぶりだけど、私はその言葉がこの感情に当てはまるのかわからなくてさらに心臓をドキドキさせてしまう。

　どうにかして落ち着かせて眠らなきゃ……。翔太との最後の時間を、こんな形で終わらせたくないもの。

「あの、翔太……」

「陽菜、ちょっとこっちに来て」

　会話をしてこの場の雰囲気を変えようとした私の声を遮り、翔太は掴んでいた私の手を放して布団をめくりあげる。

　そして自分の隣に来るようにと目配せをした。

「えっ」

「俺ならその疼きを解すことができるから」

　翔太なら疼きを解すことができる？　どうやって解すのか……。考えようとしたけれど、彼の隣に寄り添いたいと本能で思っている私がいて、もう考えることをやめてしまった。

「本当？」

「ああ」

　言葉を発したと同時に、そっと翔太の身体に寄り添ってみる。

　翔太はすぐに腕枕をしてくれ、私のこめかみは彼の頬に当たるくらい近くの距離に顔がある。

「どう？」

「ダメ……。ずっとドキドキしてる……！」

　緊張が解れるどころか、さらに心臓の音は激しく胸の中で高鳴り続けている。

　私は両目をギュッとつむり、翔太の心臓あたりに顔を埋めてしまった。

「ハハッ。陽菜、可愛い」

「えっ！」

　可愛い？　私が？　また翔太の驚きの発言に顔を上げると、私のことを愛おしそうに見つめている翔太の瞳と目が合った。

「その顔、反則」

「しょ、翔太？」

　いきなり翔太が私に覆い被さり、首に顔を埋める。そして、誰にも触れられたことのない首筋に翔太の唇が優しく当たった。

　ふにゃっとした柔らかい感触……。これが人の唇の感触なんだ。

「あっ、待って、こんなの……」

「嫌？」

　このままだと踏み出したことのない世界に入ってしまいそうで、咄嗟に「待って」と声をかけてしまう。

　私の首から顔を上げた翔太の顔は熱く火照っているようで、息も若干荒くなっていた。

　そんな彼を色っぽい……と思ってしまう。

　だから、戸惑いが生まれ「嫌」なんて言えなかった。

「そ、れは……」

「嫌じゃなかったら受け入れて」

「翔太……」

「陽菜がほしい」

「ひゃっ……」

　今度はしっかりと首筋に唇を押し当てられ、チュッという音が鳴った。その時、強く吸われた感触がしたから、間違いなく赤い印をつけられたのと思う。

「あ、の、えっと、翔、太……」

「陽菜」

　耳元に唇を当てられ、低く囁いた甘い声で名前を呼ばれると、全身がビクンと疼く。

　翔太は嘘つきだ。疼きを解すって言ってくれたのに、解すどころかどんどんとひどくなっている気がする。

　でも、このまま翔太を受け入れてしまいたい……。それを願っている自分もいて、正直驚いている。

「陽菜、陽菜……」

　切なげに私の名前を何度も呼びながら、翔太は耳たぶやこめかみ、目尻や頬へと唇を滑らせて何度もキスを落とす。

　こんなに名前を呼ばれることは初めてで、恥ずかしいけど嬉しい。そんな感情で胸がいっぱいだ。

「陽菜……ここにキスをしてもいい？」

　ここにと言われ指先を当てられた場所は、私の唇だった。翔太は親指で私の唇を半開きにさせ、目を細めて懇願している。

　私は……静かに頷いた。

　それがきっかけとなり、翔太の唇が私の唇としっかり重なる。

「んっ……」

　息ができないくらいしっかりと重なった唇は、隙間なんかないくらい角度を変えて求められ、聞いたことのない甘い声が私の口から洩れた。

　こんな声を聞かれて恥ずかしい。でも、息がうまくできなくて声が出てしまう。

「ふっ……はっ……」

　彼が上唇を食んで唇はようやく離れた。

「……大丈夫か？」

「う……ん」

　うまく呼吸ができなくて息が荒い私は、翔太の問いかけに応えるだけで精いっぱい。翔太も熱い息をはきながら、その手は私のパジャマの上を脱がし始めた。

「あっ、待って……」

　しまった。あとは寝るだけだから、下着はショーツだけしか身に着けていなかったことを思い出し、翔太にストップをかけるけれど、もう遅かった。

　私の露になった両胸を翔太は凝視していて、自分の顔を覆いたくなるほど恥ずかしい思いでいっぱいになる。

「い、いつも寝る時は何も着けないから……」

「ああ、なるほど。悪い、いきなりでちょっとびっくりした。でも……可愛いな」

「えっ」

「特にここ」

　ここと言われた場所は胸の先端らしく、翔太はそこを指先でつんと優しく突く。

「んっ！」

　初めて人に触れられた突先に身体は敏感に反応して、両肩がビクンと上がる。だけど、翔太の手は動きを止めず、胸の突先をこねる様に親指と人差し指ではさみ、刺激を与えてくる。

「はっ……。う、ん……んん……」

　右胸は左右に指で小刻みに擦られ、左胸は翔太の咥内に含まれて柔らかい舌先で上下に転がされている。

　翔太が刺激を与えてくるところから、全身に電流が走っているみたい。

　じっとしていられなくて、快感を逃がそうと足を動かしてしまい、ベッドの掛ふとんを床に落としてしまう。

　それくらい初めて感じる快感に、身体はしっかりと反応していた。

「ね……え……。翔太……」

　ちゅっ、ちゅっと音を鳴らせながら胸の先端を弄り続ける翔太に声をかけるけれど、私の声なんか届かないくらい夢中なのか、翔太は指と舌の動きをやめようとしない。

　身体が熱い……。足先までじんじんする……。

　正気を保っていられないくらいの快感を与えられ、みんなこんな時は何を考えているのだろうって涙を浮かべて快楽を我慢しながら、頭の隅で思っていた。

「陽菜……」

　翔太が私の名前を呼ぶ、ようやく胸から彼の顔が離れた。

「あの、私……」

「うん」

「こ、こういうの初めてで……だから……」

「わかってる。俺も初めてだから、すごく心臓の動きがやばい」

「一緒だな」と言いながら、翔太は照れくさそうに笑った。

　その笑顔を見て、なんだか不思議と安心した私は、少し緊張が解れた気がする。

「もし、痛くて触れられて嫌なところがあれば言ってくれ」

「……わかった」

「お前の嫌がることをしたくないから」

　優しい声色で翔太はそう言うと、私のパジャマの上も下も全て脱がせた。

　ショーツ一枚の姿になり、翔太がパジャマを脱ぐ姿をじっと見て待っている。

　彼もボクサーパンツ一枚の姿になると、その逞しい身体が露わになった。

　その姿は直視できないほどかっこよくて、初めて翔太のことを男としてちゃんと意識した瞬間だ。

「す、すごいね、筋肉……」

「いつ見られてもいいように、鍛えていたから」

「誰に？」

「陽菜に」

　私に覆い被さりながら自信満々に言う翔太を見て、さらに熱が身体を駆け巡る。

　翔太ってば、いつでも私に見せられるように鍛えていたの？

　それって、結婚生活の中で、いつこんな機会が訪れてもいいって考えていたってことかな。

　いや、でも私とは契約結婚のわけで、翔太は私が男に興味がないってわかっていたから、そんなことまで考えていたとは思えない。

　だけど、今の発言は、いつでも私と男女の仲になってもいいというふうにも捉えられる言葉だ。

「陽菜、俺を見て」

　一人でぐるぐると考えていると、翔太に顎を掴まれて強制的に彼の方に向けられる。

　そしてすぐにキスをすると、翔太の手は私の身体中を弄り始めた。

「ああっ！」

　ショーツの中に翔太は手を入れると、指先で茂みの奥にある秘部に直接触れてくる。

　そこはもうしっとりと濡れていて、初めてだというのにこんな状態になっている自分の身体の一部がどうしようもなく恥ずかしい。

　翔太はゆっくりと私の反応を探りながら秘部の周りを撫でてくる。ゆっくりと入り口を広げられ、これから何をされるのか緊張と期待が入り混じった感情が私の胸の中を支配していた。

　そして秘部の中に人差し指を入れられた瞬間、いやらしい水音がして身体がビクンと跳ねる。

「すごい……もう濡れてる」

「は、恥ずかしいからあんまり言わないで」

「これからもっと恥ずかしいことをするのに？」

　言葉で表されて、しっかりと顔が熱くなってしまう。きっと、今顔は真っ赤だろう。

「あっ、で、電気……消して」

　こんなことになるなんて予想をしていなかったから、電気がついていることを今更ながら羞恥心が湧いてくる。

　翔太は電気のリモコンですぐに明かりを消してくれたけれど、橙色の明かりだけは残していた。

「これくらいはいいだろ？　陽菜の顔が見えないのは寂しい」

「う、うん……」

　寂しいと言われ、嬉々とした感情が生まれる。私は真っ暗の中でどんなことが行われているのかわからないのは怖かったから、少しでも明かりがついていることに安堵した。

「陽菜、集中して」

　私の両頬を両手で包み、まっすぐ見下ろされてしまう。

　そこには男の顔をした翔太がいて、欲情した翔太はこんな顔をするんだ……と驚きを隠せない。

　翔太は軽くキスをすると、そのまま私の左耳の方に顔を逸らして、首元に顔を埋めた。

　そして右手は秘部の中を再び弄り始める。

「んっ……」

　茂みをかき分け、秘部の中に入った指は膣壁を優しく上下に擦る。最初はゆっくりとした動きから始まった。

「大丈夫？」

「う……ん……」

「もう少し奥に行くよ」

「はっ……あっ……！」

　翔太の指が奥に進むたび、感じたことのない甘い快感が秘部の奥から身体へと流れていく。

　独特な刺激に自分では出したことのない甲高い声が出て、恥ずかしいのに声が止まらない。

　翔太の指は、指の腹で膣壁を擦り上げながらどんどんと奥に進む。ぐちゅぐちゅと水音を鳴らせながら、その指は私が最も敏感に反応する場所を優しく擦った。

「ああっ！」

「ここがいい？　よかった、気持ちいいポイントを見つけた」

　翔太は安堵した顔をした後、私が喘ぐポイントを小刻みに指で擦り続ける。

　そのたびに甘美な電流が身体中に流れ、私はじっとしていられなくて、翔太の腕を思い切り掴んでしまう。

「しょ、た……！　あっ、やあ……！」

　とどまることなく愛液が秘部から流れ、私の内ももにまで滴ってくる。

　それくらい、翔太が与えてくれる快楽を感じていることに戸惑いを隠せないけれど、恥ずかしい以上に快感から逃れられない。

「陽菜……指、増やすね」

　翔太は私の耳元で囁くと、人差し指と中指を同時に秘部の中に入れてきた。丁寧に擦りながら中を広げ、私が痛くないようにゆっくりと進んでくる。

「うっ……あっ、ああ……」

「ちゃんと解さないと痛いらしいから、もう少し進むよ」

「ひゃあっ！」

　二本の指を回転させながら中を広げ、私がもっとも気持ちよくなる場所を二本の指で同時に擦り始める。

　一本の時とは比べ物にならない快感に、喘ぎ声はさらに大きくなってしまう。

　少しの圧迫感は苦しいとは感じない。だけど、それ以上されるとおかしくなってしまいそうだということはわかる。

「翔太、も、もう……」

「まだ駄目だ。これくらいじゃまだまだだろ」

　これくらいじゃまだって……それじゃあ、どれくらいになればこの行為は終わるのだろう。

　ずっと二本の指で中を擦られ続け、下半身は甘い疼きで震えている。これ以上のことがまだあるっていうの？

「陽菜、もっと足を開いて」

　言われるがまま足を開くと、翔太は私の秘部の前に顔を移動させる。じっと見られていると思うと、さらに潤いが増した気がした。

「すごい、こんなに濡れてる……。でも、まだだ」

「えっ？　やあ！」

　二本の指が抜かれると、ぬるっと柔らかいものが秘部の縁をぐるりと舐め始めた。

　これってもしかして……。

「翔太、し、舌……」

　これは翔太が私の秘部を舐めているんだ。それがわかるとさすがに足を閉じて止めようとしたけれど、彼の手が私の足をしっかりと掴んで動きを止められる。

「んっ……。ふう、んん……！」

　指とはまた違う感覚が秘部の中で起こり、ぬるっとした舌は身体の芯まで痺れるくらいの激しい快感だ。

　膣壁を柔らかい舌で舐められるたび、腰が浮いて悶えてしまう。そんな私の太ももを翔太の手はしっかりと掴んでいて、離さない。

「あっ、も、そこばっかりだめ……！」

　秘部を舐められて舌先で広げられ、舌を奥まで入れるとぐるっとかき混ぜられる。

　そんな激しい動きを繰り返されて、私の意識はもうどうにかなりそうだ。

「しょ、たあ……！」

　か細い声で彼の声を呼び、快感でぶるぶると身体が震える。

　散々、舌で中をかき回された後、翔太は秘部の上にある小さな粒を吸い上げた。

「ひゃあん！」

　その瞬間、私の目の前が真っ白になり、一気に脱力感に襲われる。ぐったりとした私は、掴んでいた翔太の腕から手を離した。

「はぁ……。はぁ……」

　言葉が出ないくらいの衝撃だった。なんなの、これ……。みんないつもこんな経験をしているの？

　ずっと下腹部と秘部の奥がじんじんとしていて、甘い疼きが止まらない。

「翔太の……嘘、つき……。全然、疼きが取れてない……」

　蕩けそうな甘い感覚を感じてしまい、虚ろな目で弱弱しく翔太を睨みつける私。全く迫力のない睨みに翔太は目を見開き、そしてハハッと軽く笑った。

「ごめん、俺もまだまだだな。陽菜を満足させられることはできなかったか」

「そ、そういうことじゃないけど……」

　こんな言い方じゃ、私が不満いっぱいのようだ。翔太から快感をもらって身体は喜んでいたのは事実なのに。

「ちょっと待ってて。次の準備をするから」

　次の準備？　何のことだろうと彼の様子を見ていると、ベッドのサイドテーブルの引き出しから、長方形の箱を取り出し、その中から正方形のビニール袋を出す。

　それはさすがに経験のない私でも知っていた避妊具だった。

「あっ……」

　これから先の展開が頭の中を駆け巡り、身体が一気に熱くなる。支度をしている姿を見られたくないのか、翔太は私に背を向けてしまった。

　私……今から翔太とそういうことをするんだ……。そう実感すると、また緊張が襲ってくる。

「……お待たせ」

「う、うん」

　お互い変な緊張感を持ったまま、顔を見合わせた。その瞬間、二人の目と目が合い、吹き出して笑ってしまう。

「ハハッ、なんか変な感じだな」

「本当……今更なんで緊張してるんだって感じだよね。もう十年の付き合いなのに」

「でもこんなことは初めてだ。俺、こう見えて内心、嬉しくて仕方ないんだけど」

　私はまだ笑っているのに、翔太は喜びを噛みしめているのか、下唇を噛んで熱い瞳を私に向けている。

　そんな瞳に見つめられると否が応でも意識してしまい、笑うことをやめてしまった。

「今すぐ陽菜の中に入りたい……。いい？」

「……うん」

　心臓が爆発するくらい大きく鳴っている。静かな室内だから翔太に聞こえているんじゃないかって心配になるくらいだ。

　でも、今の翔太にそんな余裕はないのかもしれない。

　私の足裏を掴み、広げると露わになった秘部を凝視する。そして自身の腰を押し当て始めた。

「んっ……」

「くっ……」

　ぐぐっと昂った彼自身が私の中に入ってくる。

　さっき、羞恥心からあまりしっかりと見れなかったけれど、初めて見る翔太自身のものは想像以上に大きくてしっかりと反っていたと思う。

　あれが私の中に入ってくるのかと思うと、絶対に痛いと簡単に想像できる。

　そりゃ、みんな初めては痛いって言うよね……とこんな状況なのに、納得してしまった。

「んんん……」

「痛いか？　大丈夫？」

「大丈夫……だから、早く……挿れて……」

　強い圧迫感と張り裂ける痛みを早く終わらせたくて、彼を急かしてしまう。でも、翔太は痛がる私を見て心配になったのか、動きを止めてしまった。

「ごめん、かなり解したと思ったけど、やっぱり痛いよな」

「い、痛いけど……でも、いつまでもこの状態は辛い……」

　私の切羽詰まった顔を見て、覚悟を決めたのか翔太はゆっくりと腰を押し進める動きを再開させた。

　たしかに痛い。苦しいし、辛いし、早く終わったらいいのにと思う。でも、心の中はどうしてこんなにも幸福を感じているのだろう。

　翔太と一つになれることに、身体も心も満たされている自分がいる。そして、なぜか彼のことが今までより一番大切に想える。

「しょう……た……」

　今の私は苦痛の表情を浮かべていることだろう。翔太のどこかにしがみつきたくて手を伸ばす。

　すると、翔太は私の足を掴んでいた手を放し、顔の横に置いてある私の手を強く握ってくれた。

「痛くて我慢できなかったら、俺の手に爪を立てろ」

「そんなことしたら……翔太の手が痛い、よ……」

「それくらい、陽菜の痛みと比べたら大したことない」

　翔太は、切羽詰まった声で優しい言葉をかけてくれる。自分も自由がきかなくて辛いのに、私を思いやってくれる言葉を発してくれて、それがすごく嬉しかった。

　だから、彼の言葉を受け入れて頷く。そして、翔太の腰の動きがさらに強く動き出した。

「んっ……！」

　圧迫感をまた強く感じ、痛みもまだ続く。これ、痛いのって最初だけなのかな。

　痛みを逃がすように翔太の手を強く掴むと、翔太も握り返してくれる。

　そしてスピードを緩めることなく最後まで進むと、翔太は大きく息を吐いた。

「はあ……。これで……全部」

　彼自身が全て私の中に収まったんだ。本当に一つに重なった私達。

　じんじんとまだ痛むけれど、喜びの方が大きい。

「翔太……動いて」

「でも、すぐには痛いだろ」

「ううん、大丈夫。大丈夫だから」

　ずっと私のことを気遣ってくれたのだから、今度は私が彼のことを気遣う番だ。

　きっと、もう痛いことは全部終わった。あとは、翔太が気持ちいいように動いてほしい。

　私の思いが通じたのか、翔太は息を呑んだ後、ゆっくりと腰を動かし始めた。

　ゆっくりと私に負担がかからないように静かに……。腰を出し挿れするのもものすごく気を遣っているという感じだ。

「翔太、もっといいよ」

　彼の手の指に自分の指を絡めて、きゅっと握る。そして笑顔を向けると、翔太は唇を嚙みしめた。

「そんな可愛いことして……。どうなっても知らないぞ」

　囁くようにそう言うと、彼の腰の動きが変わった。

　ゆっくりとした動きは途端に小刻みに動き出し、膜で覆われている彼自身のものがさらに硬く張り詰めた気がする。

　私の秘部の中を穿つように彼自身を押し当て、快感が走る場所を何度も攻めたててきた。

「んあ！　ああっん……！」

　少しの痛みと初めて経験する例えようのない快感と、そして男として翔太の力強さを身体全身で感じる。

　もう私の身体は生まれ変わったみたいな気がして、身体全部で翔太を受け止めていた。

「陽菜、陽菜……」

　掠れた低い声で私の名前を呼ぶ翔太は、腰の動きを止めない。浅く突いたと思ったら次は奥深くまで腰を押し込め、最奥を突いてくる。

　そのたびにベッドが軋み、秘部からは絶え間なく水音と肌同士がぶつかる音が聞こえてきて、それが私の疼きをさらに昂らせた。

「しょ、た……はげし……」

「もっといいって言ったのは……陽菜だろ」

　私の身体を大きく揺らせ、翔太は腰の動きを止めない。

　今度は熱く昂ったものを最奥までとことん小刻みに突かれて、意識が吹っ飛んでしまいそうなくらいの甘い電流が身体を駆け巡る。

　痺れは足の先まで伝わり、この快楽から逃れたいけれど翔太がずっと手を握ってくれるから動くこともできず、彼に囚われたままだ。

　身体も心も翔太のことでいっぱい……。こんなの今までの付き合いの中で初めてだ。

　たくさんの初めてを翔太と今、経験している。それが妙に誇らしかった。

「あっ、あっ、翔太……！」

　ずっと最奥で繋がったまま、気持ちいいポイントをずっと突かれている私は、もう涙目になっている。

　そして、今すぐにでも意識が飛んでしまいそうで、彼の名前を呼び続けた。

「陽菜、俺も、もう……」

「ああっ！　翔太！」

　最後に今までで一番激しい腰の動きで攻められた私は、一瞬で目の前が真っ白に弾けた。

　その瞬間、翔太自身も果てたのか、膜越しから暖かいものが迸った。

　お互い、たっぷりの脱力感を感じ、狭いベッドの上でぐったりとしてしまう。私の肩に顔を埋めた翔太は、それでも手を離さず、ずっと握りしめてくれていた。

「陽菜……」

　最後に私の名前を甘く呼ぶその声は、私に一番の幸せをもたらしてくれた気がした。







第四章








　翌朝、目が覚めると全身の筋肉痛が私を襲った。特に腰から下半身の筋肉痛がひどく、昨日の行為の生々しさが残っている気がして、一気に目が覚めた。

「顔が熱い……。まだ、余韻が残っているのかも」

　自分の手で両頬を覆うと、隣からくすくすと笑い声が聞こえてきた。

「余韻が残ってる？　それは悪いことをしたな」

「えっ、翔太?!」

　私の隣で横たわっているのは、まだ裸の姿の翔太だ。昨日、疲れ切った私達はそのまま服も着ないですぐに眠ってしまい、お互い裸のままだ。

　そんなことよりも、昨夜の話では翔太は今日から出張のはず。

　休みの私と違って朝はゆっくりできるはずがないのに、翔太は急いでいる様子が全くない。

「翔太、出張は？　今日は青森に行く予定だったんでしょ！」

「ああ、ごめん。出張は嘘だ」

「えっ、嘘！」

「お前を引き留めるための嘘。こうでもしないと、一緒に寝てくれなかっただろ」

　あっけらかんと言い放つ姿に、驚いて一気に起き上がってしまう。

　すると、翔太が「おっ、いい眺め」と言って私の揺れている胸を見て、にこっと嬉しそうに笑う。

　見られた！　と気づき、慌ててまた布団にもぐる私。それを見て、翔太はまた大きな声で笑う。

「だ、だからって……そんな嘘……」

　出張って嘘をついてまで私といたいってこと？

　翔太が何を考えているのかわからなくて、目を泳がせてしまう。

　そんな私に、翔太は至近距離まで顔を近づけてきた。今すぐにでもキスをされそうなそんな距離……。

　私の心臓は激しく高鳴ってしまい、ドキドキが止まらない。

「俺は、お前と結婚生活をこのまま続けたいと思っている」

「えっ……」

「嘘をついてまでも陽菜を引き留めたのは、どうしても引っ越しをさせたくなかったから。俺はずっと、陽菜と一緒に夫婦として一生を過ごしたいと思っている」

　顔は微笑んでいるのに、声は聞いたことがないくらい真剣な声だ。

「どうしたの？　これじゃあ約束と違うじゃない。い、いつから心変わりしたの？」

「いつから……とかじゃない。ずっと、思っていた。思って、覚悟をして陽菜に結婚を申し込んだ」

「えっ……」

「俺は陽菜のことがずっと好きだった」

　翔太の爆弾発言に身体が硬直して動けなくなった。

　だって……今、翔太の言ったことって……。

「な、何言って……」

「これは嘘じゃない。本当の気持ち」

　まだ、彼の発言を受け入れていない私に翔太は覆い被さってくる。

　私は布団にくるまったまま、瞬きも忘れて翔太を見上げた。そして、彼の真っ直ぐな瞳の熱を向けられて、身体中に熱風を浴びたくらい一気に熱くなる。

「昔から……友達だった時からずっと好きで、いつか気持ちを伝えたいって思っていたけれど、お前が俺のことを親友って呼ぶから、勇気がでなかった」

「しょ、翔太……」

　翔太の顔がどんどんと近くなってくる。

　こんなことをされたら逃げられない。まるで、逃がさないと言われているみたいで、布団で目から下を覆って隠してしまう。

　だけど、翔太はそんな私に構うことなく、私から瞳を逸らさずに話を続ける。

「だから、家族から見合いの話が出た時にこれがチャンスだと思って、陽菜に契約結婚を申し込んだんだ。いつまでも親友でいるから関係が変わらないんだ、それならいっそのこと結婚を申し込もうって。幸か不幸か、お前は結婚に興味がなかったし、親友の俺の頼みなら助けてくれるかなと思った。そこまではよかったけど」

「……けど？」

「結婚生活の一年の中で俺を好きになってもらうつもりだったけど、全くだめだったな。一緒に暮らせば情も沸いて、それが愛情に変わるかなって思ったんだけど、読みが甘かった」

「そ、れは……そうだけど……」

　苦笑いをこぼしながら、翔太は複雑な表情をする。

　翔太との暮らしはたしかに楽しかったし、楽だった。翔太がいいと言えば、ずっとルームシェアをしていてもいいと思ったくらいだ。

　でも、それはルームメイトとしてだ。結婚生活は昨日で終わり……そう、自分にも言い聞かせていた。

　私はそう覚悟していたけれど、翔太はそうではなかったんだ。

　ずっと……私のことを愛してくれていたんだ。

「もう気持ちを伝えた。だから、これからはお前のことを全力で口説いてみせる。それでも陽菜が俺を男として見られなかったら、その時は潔く諦めるよ」

「諦めるって？」

「別れよう。離婚するんだ」

「あっ……」

　離婚、という言葉を出されて、ハッとした。

　他人の関係に戻るだけ。それが最初からの条件だったのに、なぜか苦い感情が込みあがってくる。

　翔太は普段の柔らかい表情は一切見せず、真剣な眼差しで私を見つめている。冗談や軽い気持ちでこの話をしていないのだという気持ちがすごく伝わってきた。

「期限は設けない。お前が無理だと思った時点で別れを切り出してくれて構わない。でも、まあ最低一ヶ月の猶予はほしいかな。せっかく告白したのに、無理です、はい別れましょうはちょっときつい」

「告白……」

「ああ、好きだ。陽菜のこと、ずっと好きだった。一緒に暮らしてみて、もっともっと好きになった」

　生まれて初めてこんな熱烈な告白をされた。しかも、翔太に。

　どうしよう、私、どう答えるのが正解なんだろう。

　なんて言っていいのかわからなくて、無言になってしまう。その静寂を消したのは、やっぱり翔太からだ。

「だから、俺のことも愛してほしい。昨日の夜だけじゃなく、毎晩のようにだって求めてほしい」

「き、昨日はその……！　流れというか、なんというか！」

　いきなり昨日の情事の話題を出され、布団を首まで下げて大きな声を出してしまう。

　翔太は首を少し傾けてにこっと笑い、真剣な瞳は今は優しい色に変わっていた。

「うん、でも、相性はよかっただろ？」

「うっ……」

「ははっ、真っ赤になって可愛いな。いや、俺も顔が熱いから真っ赤になっているよな」

　そう、翔太は真剣に話をしていたけれど、その間ずっと耳が赤かった。

　恥ずかしいのをずっと我慢して、私に思いを告げていてくれたんだ。

　それだけ、彼の気持ちは本物で真剣だということが伝わってくる。

「じゃあ、そろそろ起きるか。いつまでもこの体勢でいたら、襲ってしまいそうになるから」

「そ、そうね！　起きよう！」

「ハハッ。焦るお前も可愛いな」

　翔太はそんな甘い言葉を言いながら、床に落ちていた服をかき集めて着始めた。

　私にも下着や服を渡してくれ、彼が部屋を出て行った隙にすぐに着る。

　この一年間は、一人でずっと生きていくと決めた私の人生に、ほんの少しだけ楽しいアクシデントを経験できた時間だと思っていた。

　それくらい軽く考えて決めた結婚のはずだったのに、今、私は一年以上の結婚生活を過ごしていて、しかも契約だったはずの旦那様からそれは激しい寵愛を受けようとしている。

「まさかこんな展開になるなんて……」

　青天の霹靂というのはこういうことを言うのだろう。

「いっ……」

　ベッドから降りて足を踏み出すと、鈍い痛みが下腹部にあった。

　これは、昨日の夜、翔太と一つになった証の痛みだ。

　痛いのは嫌いだ。でも、この痛みはイヤじゃない。どうしてそう思えるのか、不思議で仕方がなかった。

　これから私は彼とどう接していけばいいのだろう……。

　悩む時はいつもため息が出るのに、今はため息が出ない。ただ、心臓がずっとバクバクしている。

　そんな混乱を感じつつ、私は部屋を出た。
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　翔太にずっと「ずっと好きだった」と告げられてから、彼は人が変わったように私を愛し始めた。

　朝は私より早く起きて目覚めのキスをくれ、行ってきますのキスも欠かさない。

　仕事中は緊急な連絡以外の連絡が来ることはないけれど、仕事が終わったら「今から帰る」の電話は必ずあるし、食事は今までそれぞれ自由な時間に摂るはずだったけれど、早く帰ってきた時は作ってくれたりして労わってくれる。

　家事は交代制だからそれは変わらないけれど、お風呂を一緒に入ろうと言ったり、夜眠る時も一緒に寝ようとして、その変貌ぶりに私は毎日翻弄されっぱなしだ。

　さすがにお風呂はゆっくり入りたいから断っているけれど、翔太はなかなか諦めなくて毎日、誘われている状態が続いていた。
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　そんな結婚生活を続け、二度目の秋を迎えた頃、私は朝と夜の寒暖差から体調を崩してしまい、風邪をひいてしまった。

「ああ、喉が痛い……」

　朝、起きると喉が熱く、唾を飲み込むだけで痛みが走る。

　体調が悪いとわかってから翔太と一緒に眠ることを断っていた私は、自分の部屋を出て洗面台へと向かい、うがい薬でうがいをした。

　すると、出勤前の翔太が洗面所にやってきて、心配そうな顔をしている。

「風邪か？」

「うん、のどが痛いの」

「顔が赤いな……。熱を計ったほうがいいぞ」

「そうだね、そうする」

　たしかに、鏡を見ると頬が赤くなっている気がする。翔太に言われなければ気が付かなかった。

　翔太はネクタイを結びながら私の顔から視線を外さない。それに心配そうな顔は不安たっぷりな表情になっていて申し訳ないくらいだ。

「何度あったか報告しろよ。今日、仕事は？」

「休みだよ」

「よかった。なるべく早く帰るから、ゆっくり休むんだぞ」

「うん、ありがとう」

　少しでも早く身体を休めようと自分の部屋に向かう私。翔太の私を心配する声を背中で聞いていると、後ろから抱きしめられた。

「やっぱり身体が熱いな……。何か必要なものがあればいつでも連絡をくれ。夕飯は俺が用意をするから、何もせずに寝てろよ」

「ハハッ。心配しすぎだよ。でも、ありがとう」

　のどが痛いだけなのに、過保護なくらい心配する翔太の口ぶりに苦笑いを零してしまう。

　それに熱が上がったのは風邪のせいだけじゃない。急に後ろから抱きしめられてせいで、絶対に体温が上がったのだと思う。

　まだまだ心配そうな顔をしながら、翔太は出勤した。のどが痛いくらいの風邪なんか、眠ればすぐに治るだろうとたかをくくっていた私。

　ヨーグルトだけ食べて薬を飲み、寝ればよくなっているよねと思っていたけれど、ひと眠りした後目覚めたら、体温は朝よりも熱が上がっていた。

　そういえば熱を測っていない……。嫌な予感がするな……と考えながら体温計で熱を測ると、体温計の数字は三十七度九分だった。

「うわあ……。熱、高い……」

　どうしよう、病院に行くべき？　でも、外に出るのはだるいな……。動きたくない……。

　あっ、翔太から熱の報告をしろって言われていたんだった。スマホを触るのも面倒くさいな……。でも、報告しなきゃ……。

　そんなことをぐるぐると考えていたら身体はさらにだるくなり、そのまま眠ってしまった。




　熱のせいで朦朧としたまま眠ってしまった私が次に目が覚めたのは、おでこにひやりと冷たい何かが当たった時だった。

「起こしちゃったか？」

「……翔……太……？」

　喉が痛いせいでうまく声が出ない。掠れた声で翔太の名前を呼ぶと、彼は「悪化しちゃったな」と言っていた。

「ごめん、今日一日くらい休んで看病すればよかったな」

「何言ってるの……。看病ぐらいで仕事を休んじゃだめだよ」

「ハハッ。陽菜ならそう言うと思った。でも、責任を感じるよ。奥さんの体調が悪いのに放置しちゃったんだから」

「そんな責任……感じなくて大丈夫」

「そういうわけにはいかないさ。愛する妻が辛そうなんだ。心配でたまらなかった」

　もう……すぐそういうことを言う……。本当はそう言いたかったけれど、今はとにかく身体が熱くてだるい。そして喉が痛くて喋るのも辛い。

　翔太はそれを察してくれたのか、ベッドに眠っていた私を横抱きにすると部屋を出て行く。

「今から救急外来に行こう。病院の薬を飲んで休めばすぐに元気になる」

「うん……。体力には……自信があるから、すぐに治ると思うよ」

「頼もしいな」

　くすくすと笑いながら、翔太は私を抱きながら玄関に向かう。

　頼もしいのは翔太の方だ。病人の時、こうして頼れる人がいるというのは一人暮らしの時から考えると、心底心強い。

　そういえば、子どもの頃は風邪をひいても両親は心配するどころか医療費がかかると言って、病院にも連れて行ってくれなかったな。

　その頃と比べると、今は本当に幸せだ。

「翔太……」

「んっ？」

「……ありがとう。翔太がいてくれて……よかった」

　彼の逞しい肩に顔を寄せ、心からのお礼を言う。

　翔太はふっと笑うと、私の髪に頬をすりっと寄せていた。

　それから救急病院に行った私は、軽い脱水症状があるとのことで点滴をして、解熱剤と抗生物質の薬を処方してもらい、そのまま帰宅した。

　それからも翔太はずっと私の部屋にいてくれた。

　次の日も仕事があるのに、私がまた辛くなった時、すぐに見ていられるようにとそばにいてくれたらしい。

　熱でうなされている間も、翔太はずっと手を握ってくれた。

　体調が悪い時、こうして手を握ってくれたのは翔太が初めてだ。身体は熱で辛くても、心は癒されて安心感が半端ない。

　ありがとう、翔太……。そう何度も心の中でお礼を言っていた私。

　目を彼の方に向けると、にこっと笑ってくれて安心させてくれた。




　そして私の風邪は二日間ほどで回復した。

　特に悪化もせず、翔太にも移さず、心からホッとした。

　身体は完全に元に戻っていて、明日からは仕事にも行けるようになり、気合い充分だ。

　ここまですぐに回復したのは、ずっと看病してくれた翔太のおかげだろう。

　一人暮らしの時はなかなか完治しなくて、苦労した覚えがある。

　何かお礼をしないといけないな……と考えた私は、特に大したアイディアが思い浮かばず、結局寝込んでいた間できなかった食事作りなどをすることしか考えつかなかった。

　それでも、彼の好物を作って家で待っているのも、翔太なら素直に喜んでくれるかもしれない。

　彼の喜ぶ顔を思い浮かべると、自然と心があったかくなる。

「よし、食材を買いに行こう」

　リビングのソファに座っていた私は立ち上がる。パーカーとデニムに着替えファンデーションとアイブロウだけをして、スーパーに行くために家を出た。

　今の時刻はもう夜の七時だ。もう少し早く行動すればよかったな……と反省しながら、マンションのエントランスを出る。

　秋の気配を感じる夜風を浴びていると、目の前に一台のタクシーが停まっていた。

　マンションの住人が帰って来たのかなと思っていたら、後部座席から翔太の姿が見えた。

　あっ、帰って来た……！　予想よりずっと早い帰宅だった翔太の姿を見つけて、胸を躍らせてしまう。

　おかえりと言いに行こうとタクシーの方に向かうと、翔太に続いて一人の女性が降りてきた。

「……誰？」

　横顔しか見えないけれど、私よりずっと若くて背も小さく、ふわっとした雰囲気のとても可愛らしい人だ。

　少しだけ見えた横顔でもわかる、子犬のような愛らしい顔をした女性は、翔太の腕にそっと手を添えて、首を傾けて彼を見上げていた。

　そして何かを言っているように見えるけれど、何を話しているのかはっきりとわからない。

　ただ、一つだけわかったのは、二人の雰囲気がただの同僚という感じではないということだ。

　特に女性の方は、翔太へのボディタッチをやめずに、ずっと腕を触っている。

　そんな姿を見たくなくて、視線を地面に逸らした。

　さっきのあの状況……翔太も嫌がらずに受け入れているように見えるのは、私の勘違いだろうか。

　そうであってほしいと心のどこかで思っているのかもしれない。

　だって、翔太って私のことを好きだって言っていたはず……。だから、私以外の女性と親密になんかならないはずだ。

　でも、私ははっきりと彼の気持ちには答えていなくて、だから違う女性に心変わりだってしても仕方ない。

　いや、でもその前にあの女性が勝手に翔太に好意を抱いているっていう可能性も考えられるよね。

　きっと、そうだ。そうであってほしい。

　短い時間の間に、回復したばっかりの頭の中でこれだけのことを必死に考えていた自分にも驚いていた。

「陽菜？」

　地面をすっと見つめていて翔太がマンションに戻ってくることに気付かなかった私。

　翔太の声に驚いて顔を上げると、至近距離にまで近づいていた。

「どうしたんだ、こんなところで。風邪は？　もう動いて大丈夫なのか」

　翔太が目を見開いたまま心配している声を出して、私を見下ろしている。

　それに少し息も上がっているようだから、タクシーからここまでの距離を走ってきてくれたのかもしれない。

　私はちらっとさっきタクシーがあった場所を見ると、すでにタクシーは出発したようで、さきほどいた女性の姿はなくなっていた。

「陽菜？」

　翔太の手は優しく私の後頭部を撫でてくれる。その手の温かさでやっと口が開き、翔太の問いかけに応えられるようになった。

「あっ、お、おかえり。あの……もう体調もよくなったから、今から夕ご飯の材料を買いに行こうと思って！」

「夕飯？　病み上がりで無理をするな。今日も俺が作るから、休んでろ」

　翔太は呆れたようにそう言うと、私の肩を抱いて強引にマンションの中へと連れて行く。

　力で翔太に敵うわけがないから、そのままエレベーターの前まで連れて行かれてしまった。

「今日も俺が作るから」

「そういうわけには……」

「いいから。お前はちゃんと休んで、回復させろ」

「それならもう十分休めたから、だからお礼として夕飯を作ろうと思って……」

「お礼？」

　翔太は私がお礼をしたいことを聞くと、目をパチパチさせて驚いている。

「それなら……」

　翔太は斜め上に視線を上げながら、にやっと意地悪な笑みを浮かべる。

　その瞬間、私は嫌な予感がしたけれど、翔太の次の言葉を待つ。

　すると、顔をキスができそうなくらいの距離まで詰められ、口角を上げる。

「今日の夜、一緒に寝ようか」

「へっ……」

「お礼はそれでいいよ。っていうか、それがいい」

　一気にご機嫌になった翔太は、満面の笑みを浮かべると私を連れてエレベーターに乗り込み、抱き寄せる。

「楽しみだな、今夜。最近一緒に寝れなかったから、寂しかったんだよ」

　話はとんとん拍子に進み、看病のお礼は夕飯から一緒に寝ることになってしまった。

　それにこの雰囲気ではさっきの女性のことを聞くタイミングを逃してしまい、結局聞けずじまいだ。

　一緒に寝るってことは、きっと寝るだけじゃなくてその先も求められる……よね。

　やばい、また熱がぶり返してきそうだ。

「陽菜、夕飯は何がいい？　好きなものを言えよ」

　しかも、夕飯のリクエストを聞いてくるくらい、翔太は上機嫌だ。

　看病をしてもらった以上、嫌と言う権利は私にはないし……。

　ああ、今からもう心臓がドキドキしている。

「お魚が……食べたいかな」

「わかった。たしか冷蔵庫に大根とぶりがあったから、それでぶり大根にしよう。ほかにも食べたいものがあったら、遠慮なく言ってくれ」

　私は何かを期待しているような翔太の笑顔を見て、高鳴る心臓を我慢しながら「ありがとう」とお礼を言い、そのまま部屋へと戻った。

　そして胸のもやもやを抱えたまま部屋に戻り、翔太は「夕飯ができるまで部屋で休んでいろ」と私をまだ病人扱いをして休ませてくれる。

　結局私は、今夜も仕事で疲れている翔太に夕飯を作ってもらい、お風呂にも入れるくらい回復したからお風呂掃除までしてもらい、しかも先に入らせてもらって、かなり甘やかされてしまった。

　しっかり元気になったのにここまでされてしまったら、絶対にお礼をしないわけにはいかないじゃない。

「一緒に寝るのだから……翔太の部屋に行っててもいいよね」

　爆発しそうなくらい鳴っている胸に手を当てながら、お風呂に入っているため主がいない部屋へと入る。

　前ボタンのルームウェアにしたのは、決して脱がせやすいからとかそういう理由じゃない。

　風邪をひいて洗濯物ができなかったから、これしかなかっただけだと、なぜか自分に言い訳をしている自分が滑稽に思えた。

　翔太の部屋に入り、電気をつけてベッドの縁に座る。一年も一緒に住めば彼の部屋の香りにもすっかりと慣れていて、むしろ居心地がいいくらいに感じている。

　こんな私が他人と、しかも男性と一緒に暮らしてこんなふうに思えるようになるなんて、昔の自分じゃ信じられないな。

　それだけ、翔太の存在は今の私にとって大きいものになっているのだろう。

　ああ、こんなことを考えていたら、また心臓がドキドキしてきた。

　早く上がってきてほしいような、まだ来てほしくないような……そんな複雑な感情を抱いていると、この部屋のドアが開く。

　ペットボトルのミネラルウォーターを手に持ち、下はスウェットで上半身は裸の翔太が部屋に戻って来た。

「あれ、陽菜もう来ていたのか」

「う、うん、は、早かったね……」

「ああ、長風呂が苦手なのは知ってるだろ」

「あっ、ああ、そうだった」

　いきなり翔太の裸を見てしまったものだから動揺を隠せず、うまく言葉が出ずにどもってしまう私。

　もう、恥ずかしい……！　翔太の裸なんて、何度か見ているはずなのに、意識してしまっているせいか、目線を逸らしてしまう。

「嬉しいな、俺と寝るのがそんなに待ち遠しかった？」

　翔太はご機嫌な声のまま私の隣に座り、サイドテーブルにペットボトルを置いた。

　彼が動くたびにボディソープのいい香りがして、くらくらしてしまう。

「陽菜、いい匂い」

　翔太が私のこめかみあたりに鼻を寄せて、くんっと香りを嗅ぐ。

　くすぐったさに肩がぴくっと上がり、目も瞑ってしまった。

「しょ、翔太こそ……」

「もっと近くで嗅いでみる？」

　翔太はそう言うと、私をベッドに寝かせて覆い被さった後、彼からのキスの嵐が始まった。

「翔太……あの……」

「んっ？」

「もう、こういうことは……」

「俺のことが嫌い？」

「そ、そういうわけじゃ……」

「じゃあ、俺を受け入れて」

「しょ、翔太……」

「好きだ、陽菜」

　私の気持ちがまだはっきりしていない以上、こういう関係はやめたほうがいいと言えばいいのに、いつも翔太からストレートに気持ちを伝えられると抗えなくて彼を受け入れてしまう。

「ふっ……んん……」

　キスの嵐から彼の唇が私の首や鎖骨、乳房のラインを辿り硬く尖った先端へと辿り着く。もうこの先の快楽を身体に刻み込まれている私は、彼に触れられる前からそこは硬く尖っていた。

「もう硬くなってる、可愛い」

　翔太は赤くぷっくりと膨れた先端を見て、唇が当たらない距離で吐息をかけながら喋る。

　その吐息が胸の先端にかかり、ぞくっと身震いした。

「あっ……はや、く……」

「何を？」

「何って……」

「言ってくれないとわからない」

　今日の翔太は意地悪だ。でも、彼に看病をしてもらった恩がある私は、反抗はできない。だから、翔太の喜ぶ言葉を言うのがお礼にも含まれるだろう。

「あ、の……咥えて……ほしい」

「どこを？」

「ここ……」

　恥ずかしさを我慢して、自分の胸を舌から手で持ち上げて翔太の顔に寄せる。すると、彼はすぐに先端を咥え、一気に甘噛みをした。

「ああ！」

　微弱な快感の電流が私の身体に駆け巡り、身体がギュッと丸くなる。翔太は噛むのをやめると、そのまま舌先でころころと硬い粒を舌の上で転がし始めた。

　そして反対の手でもう片方の胸を揉みしだく。彼の手のひらに胸の先端が当たり、少しの刺激でも感じるようになっていたそこは、痛いくらいの刺激だ。

「はっ、あっ、あん……」

　ぞくぞくと、またあの疼きが下腹部に集中してきた。じわっと秘部が愛液で滲むのがわかり、今にも溢れ出しそうだ。

　翔太の柔らかい舌は反対の胸の先端も同じように甘噛みをし、私の反応を楽しんだ後そのまま舌先で弄り始める。

　くちゅくちゅといやらしい音が聞こえてきて、聴覚でも快感を与えられているようだ。

「しょ、たあ……」

「……ここ、疼いてきた？」

　ちゅっと音を鳴らせて唇が離れた後、彼の指が私の秘部へと触れ始める。そして疼いてきた？　と言われ、素直に私は頷く。

「陽菜、今日は素直だな」

「今日……は……お礼だから……」

「なんだ、それ。いつも素直に求めてくれていいんだぞ」

　そんな素直に気持ちを伝えられたらどれだけ楽だろうか。

　自分の気持ちをどう伝えらたらいいのかわからないから、複雑な思いを持て余しているのに……。

　でも、今日はそんなことを顔に出すことはできない。だから、彼の手を取り、そのまま私の秘部の中へと誘導した。

「その……好きに触っていいよ」

「陽菜？」

「さっきも言ったけど、今日はお礼だから。翔太の気のすむまで……いいよ」

　こんなことを言ってしまったら、顔も身体も全てが熱い。でも、それは翔太も一緒だ。彼の手は一気に熱くなり、密着している肌もかなりの熱を持っている。

　そして彼自身が最も昂っているところも、一気に硬さを増した気がした。

「じゃあ……お言葉に甘えて。とことんまで陽菜を感じさせてもらうから」

「う、うん」

　生き生きとした翔太の表情はその動きにまで表れていて、素早く着ていたものを全て脱ぎ、そのまま避妊具を反りあがった彼自身に装着する。

　そして彼は言った通り、とことんまで私を求め、快楽を与え続けた。

　病み上がりなんか関係なく何度もじっくりと身体全身に快楽を与えられ、そのまま休むことなく彼自身が勢いよく私の秘部に入ってきた。

「ああっ！」

「はっ……何回入っても……陽菜の中あったかい……」

　もうこれで何度目だろうか。彼に突かれ続けたせいか、腰もずっと痙攣している。

　でも翔太自身のものはまだまだ元気で、秘部の最奥を突き立てるように自身をまた押し付けてくる。

　腰をぐるっと回転させて膣壁に刺激を加え、強い快感が走り、私は両眼を閉じてしまう。

「んんっ……！」

「陽菜、こっち見て。俺のほうを見て」

　目尻に指を添えられ、ゆっくり開けると切なげな眼をした翔太が私を見下ろしている。

　そんな目をされたら庇護欲にかきたてられ、彼の手に自分の手をそっと重ねた。

「んあっ!!」

　その瞬間、かなり強い電流が下腹部に走る。

　翔太が自身をぎりぎりまで抜いた後、秘部の最奥をめがけて激しい往復を始めたからだ。この快楽は今日何度も与えられているけれど、それでも背中から腰が反ってしまうくらい強烈で、一気に涙目になってしまう。

「はっあっ……ああ！」

「くっ……」

　がつがつと貪るように攻め立てられ、身体が壊れてしまいそう。それくらい激しく求められ、あっという間にまた果ててしまいそうだ。

　どこまでも溢れてくる愛液はシーツをぐっしょりと濡らしてしまっていて、お尻のあたりがひんやりと冷たい。

　だけど、私達はそんなことを気にしないくらい、お互いの身体に夢中になっていた。

「あっ、あっ、ああぁ……」

「陽菜、もう……イく……」

「あ、たし、も……」

　卑猥な水音と肌がぶつかる音、ベッドの軋む音とともに一緒に果てた私達。

　今日も彼の迸ったものが膜越しに感じ、満たされた気持ちでいっぱいになる。

　幸せってこういうことをいうのだろうか……。

　それなら、私は翔太と幸せを感じられる関係になっているということだ。

　汗ばんだ彼の背中に腕を回して、いつも考える。

　私は……翔太のことを本当はどう思っているのだろう。もう逃げずに自分の気持ちに向き合わなきゃ……。

　そんなことを真っ白な天井を見上げながら、うつろな意識の中考えていた。
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　それから二週間が経った。

　結婚記念日から三ヶ月ほど経った私達は、契約結婚から始まったこの結婚生活をまだ続けている。

　しかも、翔太は私と本物の夫婦になるために、今でも変わらずずっと愛を込めて私を慈しんでくれている。

　私が結婚を避けていたのは、最低で最悪な両親を見ていたからだ。

　でも、翔太と結婚生活を送ってみて、彼のご両親には最初は見定められた時もあったけれど、今では本当の娘のように接してもらっていて、結婚生活を温かく見守ってくれている。

　それに翔太との生活は本当に満たされたもので、ずっと幸せだ。

　翔太は私に幸せを与えてくれる人。

　そしてそんな彼は、私とこの先の人生をずっと生きていたいと言ってくれている。

　こんな奇跡のような出来事が私に起こるなんて、昔の私からは想像もできなかっただろう。

　それに、私も……。翔太のことを幸せにしたいと心から思っている。

　だから私は、翔太のことがもう好きなんだ。

「……自覚したら、随分と意識しちゃうな。いや、もうすでにとっくに意識していたんだろうけど」

　キッチンで出来上がったビーフシチューを混ぜながら、小声で独り言を呟く。

　仕事が早番だったから定時に終わるとすぐに帰り、スーパーで買い物をして夕飯を作りながら、翔太の帰りを待ちながら、彼との今までのことを考えていた。

　やっぱり、何度考えても私は翔太のことが好きだ。

　一人の男性として、そして人間として大好きだ。

　翔太のことを考えるだけで胸がいっぱいになり、こうして好物を作って待っている時間さえも幸せだと思えてしまう。

「問題は……いつ、私が自分の気持ちを伝えるかってことよね」

　いい匂いのする鍋からたつ湯気が換気扇に吸い込まれるのを眺めなら、今更どうやって彼に気持ちを伝えようか悩んでしまう私。

　悩みのため息をついた瞬間、家のドアの鍵が解錠する音がした。

「陽菜、ただいま」

「おかえり、翔太」

　翔太は帰ってきたら一目散に私がいるキッチンに向かってきた。

　そして喜びにあふれた瞳を輝かせながら、私がかき回している鍋の中を凝視する。

「あっ、なんかいい匂いがする。もしかしてこの匂いはビーフシチュー？」

「うん、正解。翔太、好きでしょ」

「ああ、大好き。嬉しいな、出張前に陽菜のビーフシチューが食べられるなんて」

　満面の笑みを浮かべながら発した翔太の言葉に、私は目を丸くして驚いてしまう。

「出張？　聞いてない」

「長野に急遽決まったんだ。ちょっと大きなトラブルがあったみたいで、現場の人と立会いをしなければいけなくて、多分長くなると思う」

　彼が帰ってきた嬉しさを感じていた途端、冷や水を浴びたみたいに気持ちがスーッと落ちていく。

「そ、そうなんだ……えっと、どれくらい？」

「うーん……早く終われば五日くらいだけど、延期になったら一週間かな」

　一週間も会えないかもしれない……。

　以前なら出張と言われてもお喋りの相手がいないなーと思う程度だったけど、今では翔太にもバレてしまうくらい動揺している。

「そ、そっかー」

「なに、さみしい？　俺が一週間もいなかったら」

　からかっているのか試しているのか、翔太から含みのある言い方をされて内心心臓がドキッとする。

　でも、条件反射でいつものようになんてことない顔をしてしまった。

「ううん、大丈夫。仕事だからね。社会人として一生懸命働くんだよ、翔太」

「なんだ、それ。まあ陽菜らしいか」

　そう言われズキッと心が痛み、そして素直に甘えられない自分に怒りを覚える。

　その場の空気を嫌なものにしたくなくて、それからは笑顔を作り夕飯の時間もいつも通りに過ごした。

　翔太は出張の準備を終えるとすぐにお風呂に入り、リビングで寛いでいた私に、声をかける。

「明日は早いから、今日は早く寝るよ。陽菜も仕事だろ」

「そうね、明日出勤すれば久しぶりの二連休なんだ」

　連休があることは嬉しいけれど、一人で過ごすことにものすごく寂しさを感じてしまう。

　これも翔太と一緒に過ごすようになって初めて経験した感情だなと改めて感じた。

　そして、翔太も申し訳なさを感じているのか、残念そうな顔をしてため息をつく。

「ああ……今回の主張はタイミングが悪いな。せっかく陽菜が二日間も家にいるのに一緒にいられないなんて、本当に残念」

「連休はまたいつでも取れるから。その時は一緒にどこか遊びに行こっか」

　友人を誘うような軽い感じていったつもりだった。そのほうが気を使わせなくていいと思ったんだ。

「それじゃあ、お互い連休が取れたら旅行にでも行くか。ほら、行ってないだろ、新婚旅行。この機会に行こうぜ」

「えっ……」

「行きたいところあったら遠慮なく言ってくれよ。どこでも連れて行ってやるから」

　翔太はそう言い残して自分の部屋へと行ってしまった。

　新婚旅行……。そっか、そういえば新婚旅行に行ってなかったな。

　新婚旅行っていったらやっぱり海外旅行？　それともゆっくりしたいから温泉かな。

　いや、近場でもいいから美味しいものをたくさん食べる計画もいいかもしれない。

　でも、お互いの心身を癒すために夏場だったら避暑地とかでもいいかも……。

　翔太との旅行なんて考え出したら止まらなくて、すぐにスマホの旅行サイトを開き延々と見てしまっていた。

　気づいたら時間はとっくに日付を超えていて、慌ててお風呂に入り、部屋に戻ってベッドに潜る。

　でも、頭の中はどこに旅行に行こうかという考えでいっぱいだ。

「あっ……旅行先で告白をしてもいいかも……」

　そうだ、それがいい。きっと雰囲気的にも思いを告げる場所にぴったりだ。

　どう伝えよう、なんて言い出そう。さらに悩みが増えた私は、ますます眠れない夜を過ごした。




　翌朝、夜中までスマホを見ていて寝付けなかった私は、翔太が出張に出かける物音で浅い眠りから覚めてしまった。

　部屋のドアを開けて玄関まで行くと、翔太がちょうど靴を履いて家を出ようとしていたところだった。

「翔太、いってらっしゃい」

　私の声が自分の背後からしたことに驚いたのか、翔太が勢いよくこちらを振り返った。

　そして嬉しそうな微笑みをむけてくれる。

「悪い、起こしたか？」

「ううん、起きてた。気を付けてね」

「ああ、行ってくる」

　翔太に近づいて声をかけると、彼は手を伸ばしてきて、私のうなじに回す。

　私のことを愛おしく見つめている翔太の瞳があり、ゆっくりとせまってくる。

　あっ、いってらっしゃいのキスをしてくれるのかな……とドキドキしていたら、インターホンが突然鳴った。

「この時間に誰？」

「悪い、俺だ」

　翔太はがっかりした表情をして私の肩に額を押し付けると、ため息をついて玄関のドアを開ける。

　すると、そこには一人の若い女性が立っていた。

　あれ、この人どこかで……最近見たことがある気がする……。

　どこだっけ……絶対に見たことがある顔だ。

　私より若そうで背も小さく、ふわっとした雰囲気で、子犬のような愛らしい顔をした女性……。

　私が訝しげに女性を見つめていると、彼女はすっぴんでパジャマ姿の私をみてふっと笑うと、翔太のほうをうるんだ瞳で見上げた。

「ここまで来たのか」

「ええ、居ても立っても居られなくて」

「……翔太、この人は？」

　二人の会話に入り込むように私は翔太に声をかける。

　すると彼は彼女の存在を隠す素振りもせず、堂々と紹介してくれた。

「今日、出張に同行する社員の飯いい塚づかだよ。現地集合でいいって言ったんだけど、迎えにくるって聞かなくて。マンションのエントランスホールで待っててくれって言ったんだけど、ここまで来たみたいだ」

　呆れた顔をしながら言っているのだから、嘘ではないのだろう。

　私はまだ納得していない表情を浮かべながら彼女の方を見ると、飯塚という女性は私の方を一瞥もせず、翔太ばかり見つめている。

「菅野さん、車を待たせておりますので、急ぎましょう。お荷物お持ちします」

「そこまでしなくていい。じゃあな、陽菜。行ってくる」

「う、うん……。行ってらっしゃい」

　出張に遅れてはいけないと思いつつも、この場の状況に納得していない私はとりあえず送りだすけれど、心のもやもやは晴れないままだ。

　そんな心境の私に、飯塚と名乗る女性は一枚のメモ用紙を差し出した。

「奥様、初めまして。飯塚恵え美みと申します。出張中、菅野さんは忙しいと思いますので、何かご連絡がありましたら、私にお繋ぎください。これは社員用の携帯番号です」

　まるで挑戦状を差し出された気分だった。彼女は可愛らしい笑みを浮かべながらも目は笑っていなくて、輪足の胸の中は一層もやもやする。

「……ご親切にどうも……」

　一応、翔太の仕事で同席するのだからもらっておこうと思い受け取るけれど、私がこの番号を使うことなんて絶対にない。

　使う時が来るとすれば、翔太が事故にあった時か病院に運び込まれた時くらいだろう。

　そんなことは絶対に起こらないように祈っているけれど、今の時代、何が起こるかわからないから、とりあえず受け取っておいた。

　そんな私と彼女のやり取りを見ていた翔太は少し怒った表情で、飯塚さんを見つめている。

「飯塚、余計なことをするなよ。早くいくぞ」

「はあい」

　甘ったるい声を出して翔太の先を歩く飯塚さんの後姿を見て、イライラが止まらない。

　自然と頬が膨れていたのか、翔太が私の頬に手を当てて優しい力で撫でてくれた。

「じゃあ今度こそ行ってくる」

「うん、気を付けて」

「帰ってきたら、旅行の計画を立てような」

　旅行の話題を出され、途端に表情も気持ちも明るくなる私。なんて単純な女なんだろうと自分でも思う。

　それに好きな人に優しくされたくらいでコロッと変わるなんて、恋愛を始めたばかりの思春期の子どもみたいだ。

　でも、今の私の恋愛の経験値ならそれくらいが妥当なのかもしれない。だから、ここは素直に喜んでおこう。

「うん、いろいろと考えおくね」

「ああ、俺も考えておくよ」

　そう言い残して翔太は出張に行ってしまった。

　彼がいなくなった静かな部屋で、私も出勤準備を始める。

　だけど、どうしても気になるのは、出張に同行している飯塚恵美という女性社員のことだ。

　女性社員が出張に同行するのは、仕事上の一環であること。でも、家にまで迎えに来るというのは、翔太の秘書でもない限りありえないと思う。

　それに、この前タクシーでマンションの前までやってきたのも絶対に飯塚さんだ。

　なれなれしく翔太の腕に触っていたし、今だって甘ったるい声で翔太に返事をしていた。

　一緒にいる間、ずっとあんな感じなのかな……。あんな可愛い子と一週間も一緒にいたら、気持ちが傾いてしまうんじゃないだろうか。

「……ううん、翔太に限ってそんなことないよね……」

　翔太が今まで私にかけてくれた言葉と思いの数々を思い出し、彼を信じようと強く思える。

　それだけ、翔太のことは信じることができる。ただ、心配なのは飯塚さんが暴走しないかどうかだ。

　常識を持っている人なら、仕事で行く出張で相手とどうこうなろうって思わないだろうけど、家まで迎えに来る彼女の行動にすごく違和感を覚えてしまっている私がいる。

「ああ、気になる……けど、仕事にも行かなくちゃ」

　ここでずっと考えていても解決はしないし、翔太を信じると決めた以上、私も自分の仕事に集中しなければ。

　私はもう考えないようにして、今度こそ出勤準備を始めた。
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　早番の勤務を終えて、自分の分だけの夕飯をスーパーで購入した後、マンションに帰ってきた。

　今日は私だけだから、冷凍食品のパスタとお惣菜の生ハムのサラダ、そしてレトルトのミネストローネだ。

　今日も一日疲れたな……とため息をつきながらパスタを電子レンジに淹れ、温める。ダイニングテーブルにサラダとスープに電気ケトルでお湯を淹れていると、スマホのメールの受信音が鳴った。

「あっ、翔太だ」

　メールを送ってきてくれたのは翔太だった。向こうも今日の仕事は終わったのか、今から取引先の人たちと飲みに行くらしい。

「飯塚さんも……もちろんいるよね」

　どこに誰と行くのかすごく気になるけれど、そこまで聞いてしまえばただの独占欲の塊をさらけ出してしまう。

　こんな面倒くさい女、私が翔太の立場なら絶対に嫌だ。

「気を付けてね……っと。これでいいよね」

　すぐに返信を送り、もうスマホを触らないように画面を下に向けてテーブルの上に置いた。

　どうしても今翔太とやり取りをしていると、可愛らしい飯塚さんの姿を思い出してしまう。

　身長が高くて顔つきも派手な私とは正反対の容姿をしている飯塚さんは、翔太の隣を歩く姿はとても絵になるだろう。

　並んで歩く二人の姿を想像するだけでモヤモヤするなんて、ちょっと私の感情が不安定すぎるというか……。

　これが嫉妬というものなのだろうか。

　モヤモヤして、イライラして、翔太は悪くないのにとにかく今、どういう状況なのか聞きたくてたまらなくて、でも聞けなくてため息ばかり出てくる。

「別に浮気とか……そういうのを疑っているわけじゃないけど……」

　独り言をつぶやきながら、電子レンジが出来上がりの音を鳴らせているので取りに行き、夕飯を食べながらスマホで『夫　出張　女性』なんて言葉を並べて検索してしまう。

　するとたくさんの浮気をされた奥さんの体験談が出てきて、私は食い入るように見てしまった。

　パスタを食べているフォークはすでにお皿の上に置かれ、スマホを凝視する。

　そこには女性側のＳＮＳでの匂わせの体験談が書かれており、私は胸騒ぎが止まらなかった。

「まさか……ね。仕事で出張に行っているのに、ＳＮＳを上げるとか……。ありえない」

　胸騒ぎを勘違いだと思いたくて、つい飯塚恵美の名前でＳＮＳを検索してしまう。

　きっと何も出てこない。出てきたとしても、彼女のキラキラの日常や可愛らしいお顔のオンパレードだろう。

　そこに翔太が映っているはずがない……。

　そう思い込みながら、飯塚恵美の名前で検索をすると、いくつかヒットした。

　そして、今朝あった彼女の顔がほんの少しだけ加工されたアイコンを発見してしまった。

「あっ、あった……」

　この罪悪感と後ろめたさはなんて言い表したらいいかわからない。だけど、何もなかったら、安心して翔太が帰ってくるまで一人で過ごせる。

　だから、覚悟を決めてアカウントをタップしてしまった。

「うわ……これぞリア充っていうの？　いや、この言い方は古いのかな……」

　苦笑いをしながら、まずは動画の投稿をスクロールした。そこには彼女が流行りのメイクやスキンケアを紹介している動画に、飯塚さんと同じようなおしゃれな友達たちとテーマパークに行っている動画も上がっている。

　私には理解できない世界だ。こんなにキラキラして疲れないかな、なんて余計なことを考えていると、トップの投稿の写真を見て全身の動きが止まった。

「こ……れ……」

　今日、二人が出張先に向かった場所は長野だ。写真は長野駅に着いた写真が載っていて、それだけだったら特に何も思わなかった。

　私が驚愕したのは、新幹線の中の二人の様子を写した写真を上げているところだ。

　飯塚さんは車内の様子も写真に撮っていて、そこには男性の腕に顔を寄せて幸せそうに微笑んでいる写真を載せている。

　このスーツの色は……間違いなく、今朝見送った翔太のスーツの色だ。

　間違いない。だって私は毎日彼のスーツ姿を見ているのだから、絶対に間違えるはずがない。

　それにしても密着しすぎなんじゃ……。いや、でもこれは翔太が眠っていて、そのすきに飯塚さんが彼の腕に寄り添って撮った写真だとも考えられる。

　きっと翔太は眠ってしまったんだろう。そうだ、そうに違いない。

　私は自分に都合のいいふうに考え、そして見ない方がいいのにアップしてある彼女の写真や動画を次々とチェックしてしまった。

　他の写真や動画には駅前を一人で映った写真に、水族館に行った様子も載せている。

「なにこれ……。旅行だと勘違いしているんじゃないの。仕事は？　仕事なのにどうして水族館に行ってるのよ……！」

　怒りと焦りが止まらない原因は、どの写真にも隣には翔太と思われる男性の背中や後姿が映っているからだ。

　こんな匂わせるような写真、誰が見たって異性と旅行を楽しんでいるようにしか見えない。

「あっ、また上がった！」

　食い入るように飯塚さんのＳＮＳを見ているうちに、彼女の新しい投稿が上がった。

　その写真は今日泊まると思われるホテルの外観の写真だった。

　ハッシュタグには『今日からお泊り』『大切な人と』『幸せな時間はあっという間』『いつか一緒になれたらいいな』なんてことが綴られている。

「はっ……はああ?!　なにそれ、どういうこと!!」

　スマホを持ったまま立ち上がり、怒鳴り声に近い声を上げてしまう。

　だって本当に衝撃だったんだ。

　こんな……ネットのお話でしか見たことないような展開が起こるなんて、信じられないし、信じたくない。

　でも、現実に今、こうして目の前で浮気疑惑のようなものが浮上しているわけで……。

「翔太……あいつ、何やってるの……！」

　あれだけ私のことを好きだと言ってくれていたのに、結局心変わりしたってこと？

　どうか間違いであってほしいと思い、何度もスーツの男性を目を凝らして見るけど、やっぱりこのスーツの色は翔太のもので間違いない。

　それにこの腕時計も……。黒革のベルトが映っている写真を見て、確信した。これは私が婚約指輪のお返しにプレゼントした腕時計だ。

　だから、このスーツの男は間違いなく翔太本人だ。

　ショックと驚きと……そして大きな怒りが生まれ、体中が震える。

　こんなことになるのならもっと早くに自分の気持ちを素直に伝えればよかった。

　たしかに翔太の気持ちにすぐ答えを出さなかった私が悪かった。

　だけど、夫婦というつながりがまだある今にこんな不貞行為を働くなんて、翔太らしくない。

　なにか事情があるのかもしれない。そう思うのは私の都合のいい考えだろうか。

「ああ……モヤモヤする……」

　こんな気持ちのまま連休を過ごすのか……。こんな気持ちで過ごすのなら、直接翔太に聞き出したい衝動に駆られる。

　そこでハッとする。

「あっ、そうだ私、連休だ」

　こんな気持ちのまま連休を過ごすのなら、いっそうのこと翔太のもとに行ってみよう。

　本当に不貞を働いているのかどうか、自分の目でちゃんと見てみたい。

　二人が泊っているホテルの名前はわかっているから、どんな様子なのか待ち伏せをしてこの目で確認するんだ。

　何もないのなら、そのまま安心して家に帰って来られる。

　たった一目見るだけ、何もなさそうなら家に帰る。そう言い聞かせ、スマホを握りしめてすぐに長野行きの新幹線を調べた。

　明日も平日だからか、新幹線の席はほぼ空席ばかりで安堵した。

　二人の仕事が終わる時間帯にホテルの前にいられるように、夕方の新幹線を取り、一泊分のお泊りセットを用意する。用意をしている間は無我夢中で、頭の中は翔太のことでいっぱいだった。

　客観的に見れば、自分がとんでもないことをしているのはわかっている。

　昔の私じゃ考えられないことだし、普通よっぽどのことがない限り、旦那の出張先に向かう嫁なんていないだろう。

　そんなことをしている自分は普通の精神状態じゃないと思う。

　だって、初対面の人のＳＮＳを探るなんて、今までの私じゃ考えられない行動だ。

　だけど、居ても立っても居られない私は、どうか浮気は間違いであってほしいという強い願いから、この目で確認せずにはいられなかった。

　今すぐスマホで翔太に連絡をして誰といるのか聞けばいいのに、もし飯塚さんと二人でいて、男女の関係になっていたとしたら……想像するだけで吐き気がしそうだ。

　私に触れていた手で彼女の肌を触っているのかと思うと、ゾッとする。

　こんな状態で二人の様子を見に行って大丈夫だろうか。でも、今行かないと、もしこのまま翔太と気持ちが通じ合ったとしても、一生もやもやしたまま結婚生活を続けそうだ。

　だったら今すぐ終わらせてしまおう。現実で考えたくないけれど、翔太と飯塚さんが男女の関係だったら、その時は翔太に平手打ちの一発でもしてすっきりと離婚しよう。

　そこまで考えてしまって私は、荷造りを終えた頃には半泣き状態になっていた。







第五章








　翌朝、あまり眠れなくて朝方に目が覚めた。

　時刻はまだ朝の五時だ。私が乗る新幹線の時間は十六時台。まだまだ時間があるな……。

　ぼうっとした頭でスマホを取ると、昨日の夜返信しそびれたメッセージが画面に残っていた。

　メッセージの送信してきたのは翔太だ。

【おやすみ】

　そんな一言だけど、夜眠る前に私のことを思い出して送ってくれたことが何よりも嬉しい。

　だけど、このメッセージをもらったくらいで私のもやもやは晴れなくて、複雑な感情が胸の中にある。

　そのまま起き上がり、出発まで余計なことを考えないように普段できない掃除を出発の時間ギリギリまでしていたら、ご飯も食べることも忘れていた。

　空腹さも感じなくて、何をやっても気持ちは晴れない。

　盛大なため息をついて、自分の身支度を整えると玄関に用意していた一泊分の鞄を持ってそのまま家を出た。

　足取りが重いままマンション前に事前に呼んでいたタクシーに乗り、駅に向かう。

　一晩経って頭の中は冷静になり、自分の行動を顧みる時間もできた。でも、ここまできたらもう引き返せなくて、早く長野についてほしい気持ちでいっぱいだ。

　緊張からか、生唾を飲む喉の音も鮮明に聞こえてくる。

　どうか、私の早とちりでありますように……。そう願いながら、私は青森へと向かった。




　新幹線で一時間半ほどの移動だったから、その間に夜眠れなかった分の睡眠を取れて、随分と頭も身体も軽くなった気がする。

　ホームに降り、人がいない場所でずっと座っていた身体を解すために両腕を伸ばして背伸びをすると、澄んだ空気が身体中に駆け巡った気がした。

「気持ちいいなあ、東京と空気が全然違う」

　このクリアな空気は、今の自分の濁った感情を少し癒してくれた。一日ぶりにちゃんと息をしているような気分になって、これだけでも長野に来てよかったと思える。

　でも、本当の目的はこれからだ。

　翔太と飯塚さんが泊っているホテルはもうわかっているから、私も今日そこに泊まるよう予約は済ませてある。

　鉢合わせにならないように、彼らから見えない場所で待ち伏せをして、別々の部屋に入って行くところさえ見られたら、もうそれだけでいい。

　それだけでもう安心して、彼の帰りを家で待てるはず。

　それを確認出来たら、明日の始発に乗れるようにホテルを出て、家に帰るんだ。

　覚悟を決めた深呼吸をして、ホテルに向かうため改札を出る。タクシー乗り場に向かい、ホテルの名前を告げるとすぐにタクシーは走り出した。

　タクシーの運転手さんは観光客相手に慣れているのか話題が豊富で、一人でも全然寂しくなかった。

　もし、翔太と飯塚さんが何もなかったら、二人でゆっくりと旅行に来てもいいかもしれないと思えたほどだ。

　その前にまず、今の問題をどうにかしないと……だ。

　私が移動している間にも、飯塚さんのＳＮＳは更新されていて、朝食や昼食の写真、今日は温泉に入っていたことを匂わす写真もアップされている。

　ハッシュタグは『お肌つるつる』『誰かに見せたい』『お肌の触り心地は最高』なんて書いてある。

「このハッシュタグがいちいちムカつく……」

　なんて大人げない独り言だろう。だけど、飯塚さんの顔を思い浮かべながら読んでしまうと、ついぽろっと出てしまう。

　自分の言葉遣いが悪いのを咳払いで誤魔化した頃、タクシーはホテルの前に到着した。

　支払いを済ませてタクシーを降り、チェックインを済ませる。

　ホテルの内装はいたって普通のホテルで、どこかホッとしている自分がいる。もっと豪華なホテルだったら、嫌な想像に拍車がかかっていたのかもしれない。

　とりあえず、シングルで取った部屋に荷物を置いて、マスクをして黒のカットソーとデニムと言う地味な服に着替える。

　そしてロビーに降り、なるべくホテルの出入り口から死角になるところ、柱の裏にある一人用のソファに座って翔太と飯塚さんが帰ってくるのを待つ。

　スマホで飯塚さんのＳＮＳを調べたけれど、もう新しい投稿は上がっておらず、今はちゃんと仕事をしているのだろうかと少しほっとしていた。

　時刻は夜の八時を回った頃だ。この時間だと、二人は食事を終えてホテルに帰って来るかもしれない。

　大きく深呼吸をして、盛大に息をはく。すると、私のスマホが震えた。

「び、びっくりした……。あっ」

　送信者を見ると、メッセージを送ってきてくれたのは、翔太だった。

【返事がないけど、大丈夫か？　また、体調でも悪くなった？】

　内容は、翔太から私の身体を心配する内容だった。

　しまった、私、翔太から【おはよう】のメールをもらっていたけれど、既読スルーをしてしまっていたんだ。

　それだけ昨日のショックは大きかったということだ。翔太からのメッセージさえも返すのを忘れてしまうなんて……。

　私は急いでメッセージの作成をして、返事を送る。

【体調は元気だよ。昼過ぎまで寝ちゃって返事を送るタイミングを逃してただけ。もう、仕事は終わったの？】

　緊張しながら返事を打ち、翔太からのメッセージを待つ。

　一分後、私のスマホが震えるのを感じた瞬間、ホテルの入り口から若い男女二人の姿が見えた。

　あの姿は間違いない……。翔太と飯塚さんだ！

　二人は私が想像していたようなべったりとした距離感ではなく、ある程度距離を保って歩いている。

　翔太の後ろを歩いている飯塚さんは翔太に喋りかけているけれど、翔太は必要以上に会話をしていないようだ。

　よかった……、やっぱり私の勘違いだったんだ。

　飯塚さんの意味深なハッシュタグを見て二人の関係を怪しんでしまったけれど、二人は普通の上司と部下の関係だったんだ。

　一気にホッとした私は、脱力感でいっぱいになり、座っていたソファに埋もれるくらい身身体を預けてしまう。

　それと同時に、こんなところまで翔太を追いかけてた自分をバカみたいと鼻で笑ってしまう。

　でも、見に来てよかった。これで、笑顔で翔太が家に帰ってきた時に迎えてあげられるから。

　とにかく、翔太と飯塚さんが何もないとわかった以上、ここにいるのはいろいろとリスクがありすぎる。

　新幹線がまだあるうちにホテルを出てしまおう。

　とりあえず、翔太たちがロビーからいなくなったら、私も部屋にある荷物を取りに行こう。

　そう思い、もう一度翔太たちの方に視線を移す。

「はっ……！　えっ！」

　私は目を見開いて言葉にならない声を出してしまう。そして、呼吸をすることも忘れてしまった。

「あ、あ、あの二人……何して……」

　フルフルと震える両手は、ソファのひじ掛けを力強く握っている。そうでもしないと、手に力を込めすぎて、手のひらに爪が食い込んでしまいそうだからだ。

　だってあの二人……！

　エレベーターを待っている二人は私から見たら後姿だけど、あの姿は間違いなく翔太と飯塚さんだ。

　二人は身体を寄せ合い、翔太の手は飯塚さんの肩を抱き、飯塚さんは翔太の身体から一ミリも離れずべったりとくっついている。

　その様子は、まるで本物の恋人同士のようで、二人の親密さを見せつけられているようだ。

「ちょ……っと……嘘でしょ！」

　独り言はだんだんと大きくなってしまい、開いた口が塞がらず、顔も身体も全てが燃えるように熱い。

　嫉妬と怒りと悲しみで、全部の感情がぐちゃぐちゃだ。

「私のことを好きだって言ったのは……嘘なの？　もう好きじゃないの？」

　握りこぶしを思い切り作りながら、震えた声で独り言を呟く。

　唇を噛みしめなきゃ、今にも涙が零れ落ちそうだ。

　翔太は浮気をしていた。しかも、会社の女の子と。

　こんなこと、よくある話かもしれない。でも、実際経験したら、全く冷静な判断ができなくなっている。

　今もやめておいたらいいのに、足は二人のもとに早足で向かっている。

　だって、一言言わなきゃ気が済まない！　そして、そのまま帰ったら、すぐに荷物をまとめて家を出るんだ。

　そこまで覚悟して翔太達のもとに向かうと、私は思い切り力を込めて翔太と飯塚さんの腕を引きはがした。

「えっ？」

「きゃあ！」

　心の底から驚いた声を出した翔太と、勢いよくはがされた衝撃でふらつく飯塚さん。

　ホテルのロビーに、彼女のヒールの音が大きく響いた。

「……陽……菜？」

「はっ？　えっ、ど、どうしてこの人がここに？」

　私が押したくらいではびくともしない翔太と、腰が抜けるほど驚いている飯塚さんの間で、私は下唇を噛んで仁王立ちしていた。

「陽菜……どうした？」

　翔太が私を呼ぶけれど、どんな顔をしているのか怖くて直視できない。視線はずっとホテルの綺麗な床を見つめたままだ。

　だけど、このままじゃいけない。ちゃんと現実を向き合うんだ。

「し、信じてたのに……」

　翔太の気持ちを信じていた気持ちを裏切られ、震える声で怒りと悲しみを伝える。

　目が潤んでいるのは涙がたまっているせいだろう。でも、絶対に泣かない。

　泣くのは帰ってからだ。

「翔太がこんな人だとは思って……」

　翔太の顔を見て気持ちをぶつけようと思った。だけど、翔太は私の想像した顔とは全く違う顔をして私を見ている。

　翔太は私を見て、驚いているけれど、嬉しそうに目を輝かせていたからだ。

「陽菜、どうしてこんなところにいるんだ？　もしかして俺に会いに来たとか？」

「えっと……そう……だけど……」

「本当か？　まさかこれってサプライズ?!」

　翔太はこの状況をばつが悪そうにするどころか、嬉々とした表情を浮かべている。

　私は思っていた反応とは違う流れに勢いは止まり、感情が複雑でめちゃくちゃ混乱してしまっている。

　翔太って浮気をしていたんじゃないの？　浮気の現場に妻が現れたのなら、もっと困ったりするもんじゃないの？

　そんなことを思っていると、飯塚さんから「チッ」とした売りをする音が聞こえてきた。

「なんでこんなところまで来るのよ……」

　そんな独り言が聞こえてきた。飯塚さんの方を向くと、苦虫を嚙み潰したような顔をして私たちから目を逸らしている。

「なんでって……あ、あなたが意味深な投稿をするから……」

　全ては飯塚さんが意味深な投稿を始めたのがきっかけだ。あれがなければ私だって出張先まで追いかけたりしない。

　だけど、飯塚さんは全て私が悪いという感じで、嫌悪感たっぷりの強い眼差しを向けている。

「投稿って……もしかして人のＳＮＳを勝手に見たの？　信じられない、最低！」

「最低って……たしかに最低なことをしたかもしれないけど、あなたの行動が私をそうさせたの。それに今だって、う、腕なんか組んじゃって、部屋に戻ろうとしてたじゃない！」

「それは違う。陽菜、誤解だ」

　だんだん語尾が強くなり、感情的になってきたところで、冷静な翔太の声が身体とともに私と飯塚さんの間に入り込んできた。

　翔太は飯塚さんの方を一切見ずに、私だけに視線を向けている。

　その瞳の強さは必死さを物語っていて、私は言いかけた言葉を飲み込んでしまう。

「翔太……」

　そして翔太は飯塚さんを一瞥したあと、口を開いた。

「さっきまで現場の人と飲み会だったんだけど、飯塚さんが飲みすぎたって言ったから、部屋まで支えて送ろうとしただけだよ。そこにやましい気持ちは一切ない」

「だって……でも……」

　身体はぴったりとくっついていた。あれは誰が見ても、親しい恋人同士の距離感だったと思う。

　だから、私も勘違いをして乗り込んでしまった。

　翔太は眉を下げて悩んだ表情を見せると、ハッとした顔をする。

「俺、陽菜になにか誤解を生むようなことをしたか？　あっ昨日の朝、飯塚さんが迎えに来たこと？　それならもう注意をしたから。部下のキミがそこまでしなくていいって」

　翔太はどうやら私が昨日の朝、家にまでわざわざ彼を迎えに来た飯塚さんとの関係を怪しんだと思ったらしく、そのことを話している。

　私もそれくらいならこんなことまでしない。ここまでやって来たのは、決定的な証拠を見つけてしまったからだ。

　だから、その意味を込めて私は自分のスマホを取り出し、飯塚さんのＳＮＳを彼に見せた。

「……じゃあこれは？」

「や、やめ……」

「なんだ、これ……」

　一気に顔を青ざめる飯塚さんは、私のスマホを取り上げようとする。だけど、その手より早く翔太がスマホを私から取って、彼女の投稿をスクロールしていく。

　その顔はだんだんと歪んでいき、曇り始めた。

「この人が昨日からずっとこんな内容の投稿をしていたの。普通の観光の内容なら全然気にしないし、なんとも思わない。だけど、このハッシュタグの内容がどうしても気になって仕方なくて……。こんなことやめた方がいいって頭ではわかっているけれど、でも居ても立っても居られなくて、ここまで来ちゃったの」

　私の強い思いを言葉にして伝えると、翔太は私の後頭部を手で覆い、自身に引き寄せてくれた。

　翔太が引き寄せてくれたことで私の視界からはスマホはなくなり、彼のスーツだけしか見えなくなる。

　そして私の頭上からは盛大なため息が聞こえてきた。

「……飯塚さん、これはどういうことだ？」

　こんな低くて威圧感のある翔太の声を初めて聞いた……。翔太、本当に怒っているんだ。

「う、嘘は載せてません」

　でも、飯塚さんは怯むことなく、翔太に言い返している。

　いや、これは反論しているというよりも、後に引けなくなった強がりかもしれない。

　その証拠に、彼女の声は震えていた。

「たしかに載せている場所に行ったことは嘘じゃない。でも、これは現場の人が休憩時間に観光がてら気分転換に俺達を連れて行ってくれた場所だよな。俺と二人きりみたいなことを載せているけれど、二人なのは新幹線の中だけで、それ以外はずっとほかの社員もいた」

　淡々と、だけどしっかりと語る翔太の言葉は、私にもしっかりと届いた。

　私は急いで顔を見上げ、翔太の方を見る。

「そうなの？」

「本当だ、嘘じゃない」

　翔太への疑いがはれたわけではない。だけど同時に彼の言葉に安堵や嬉しさも感じてしまっている。私も震える声で聞くと翔太はしっかりとした声で返してくれる。

　そして真剣な眼差しを向け、全く逸らさない。

　情けない顔をしている私の頭を撫でると、さらに強い目つきで翔太は飯塚さんの方に視線を向けた。

「それに、新幹線の写真も俺はすぐに眠りについたから、こんなことになっているとは知らなかった。俺の許可なしに写真を載せるとは、ちょっとデリカシーに欠ける行動じゃないのか。しかも、仕事向かう移動中だぞ」

「……申し訳……ございません」

　ここまで言われてしまえば、飯塚さんも反論の余地はないのだろう。

　素直に謝り、俯いていた。

　でも、私はそれ以上に彼女に聞きたいことがある。

「じゃあ、この投稿のハッシュタグの内容は全て嘘なのね」

「当たり前だ。俺は仕事をしにここに来ている。それに、俺は陽菜を裏切る行動は絶対にしない」

　飯塚さんより先に翔太が私の聞きたい言葉を言ってくれた。しかも今までで一番真剣に言ってくれているのではないだろうかと思えるくらい、翔太の表情も声もそれを表している。

　彼の言うことは信じられる。そんなことはわかっていたはずなのに、どうしてこんなことをしてしまったのだろう。

　怒られても仕方ないくらい馬鹿なことをしてしまった。

　あとでちゃんと翔太に謝らなきゃいけない。

　でも、今は飯塚さんのことを解決させなければいけない。

　彼女は、怒りなのか屈辱からなのか、下を向いて大きく震えていた。

「だって……せっかく入社していた時から狙っていた菅野さんと出張だから、今しかチャンスはないと思って……。既成事実さえ作っちゃえば、あとから本当のことにすればいいって思ったし」

　なるほど……そういうことだったのか。

　彼女の言葉で、今回のＳＮＳの投稿内容の意味がわかった。

　既成事実さえ作ってしまえば、あとからいくらでも嘘を本当にすることができる。

　きっと、私と結婚する前から飯塚さんと翔太は愛し合っていたということにして、、不倫ではなく、昔から愛し合っていた仲という純愛話にするつもりだったんだろう。

　なんて浅はかな考えなんだろう。でも、それに気づかなかった私も、相当冷静な判断ができなかったということだ。

　それは翔太のことが好きだから。

　恋愛は盲目になるっていうけど、まさにこのことだなとしみじみ実感してしまった。

　猛省している私の頭上で、翔太の脱力感いっぱいのため息が聞こえてきた。

「なんてことを考えていたんだ……失望したよ、飯塚さんには。私生活はどうであれ、仕事は真面目にこなしてくれる人だと思っていたのに」

「それは菅野さんに目をかけてもらいたかったからです。せっかく御曹司と出会えたと思ったのに、いきなり結婚しちゃうんだもの。それなら、子どもさえ作っちゃえば、私のものになると思ったの」

　飯塚さんの話を聞いた私の顔は、それはひどい顔をしていたと思う。

　だって、彼女のくだらない願望のせいで私も心が休まらない一日を過ごしたけれど、翔太はありもしない浮気の疑いをかけられ、それをもし彼らの会社の人間が見ていたら、とんでもない噂を流されていたかもしれないからだ。

　それに、なにより許せないのは、翔太の気持ちを無視して、自分の願望を押し付けようとしたことだ。

「翔太……夫は、あなたのものにならないから」

「陽菜？」

「翔太は私の夫だから。二度と手を出さないで、こんなことをしないで」

　翔太の腕を握りしめ、飯塚さんの方を強い視線で見つめる。

　子どもみたいにしがみついているなと思う。それに言葉も独占欲だらけで、いい大人が発する言葉じゃない。

　でも、どうしても翔太のことになると感情的になってしまう私は、こんなふうにしか言えなかった。

　それが彼女にも伝わったのか、飯塚さんはもう興味がない素振りをして面倒くさそうにうなじを手で掻いていた。

「……もういろいろとバレちゃったから、これ以上は何もしないわよ。私も職を無くしたくないしね。では、菅野さん、また明日よろしくお願いします」

「その前に約束をしてほしい。投稿した写真は全て削除してくれ」

「もちろんですよ。こんな嘘で職を失いたくないですし」

「こんなこと？　キミにとってはこんなことかもしれないが、俺たち夫婦にとっては危機的状況になるかもしれないところだったんだぞ。それをこんなことなんて言葉で済ませるのか」

　翔太の強く厳しい言葉に、飯塚さんの表情が強張る。

　私も内心、心臓をドキドキさせながら彼の言葉を聞いていた。

「今回は大事になる前だったから、注意だけで済ませる。だが、もし次、会社の人間にも同じようなことをするのなら、即辞職してもらうから。そのつもりでいろ」

「……はあい」

「……キミの仕事ぶりは信用している。明日からまたよろしく頼む」

「了解でーす。それでは、失礼しまーす」

　飯塚さんは面倒そうに生返事をすると、エレベーターのボタンを押してさっさと乗って行ってしまった。

　取り残された私は瞬きを何度もさせて、呆気にとられる。

「すごい……切り替えが早いのね。本当、今の若い子ってすごい」

「いや、あれは飯塚さんだけだろ。それより陽菜、さっきの言葉はどういう感情で言ってくれたんだ？」

「えっ？」

　突然、家で見る翔太の顔つきと声に戻り、その展開についていけない私は、気の抜けた声を出してしまう。

　でも、翔太はそんなことは気にせず、言葉を続ける。

「翔太は私の夫って言ってくれた。そんなことを言ってくれたのは、初めてだよな」

「えっ、い、今、こんなところで確認する？」

　気付けば、私たちの周りにはそこそこの人だかりができていて、何があったのかと好奇の目が向けられている。

　それに気づいた翔太は、ふっと笑うとエレベーターのボタンを押して素早い動きで私を押し込め、自身も乗り込んだ。

「続きは部屋で聞こう」

　そう言った翔太の目はとても輝いていて、私は彼の瞳の輝きに圧倒されてしまい、返す言葉を飲み込んでしまう。

　そして、エレベーターは静かに上昇していった。







第六章








　翔太の泊まる部屋は私が泊まる予定だった階の五階上で、彼は私を部屋に連れ込むとすぐに後ろから抱きしめた。

　それも強い力で抱きしめられ、私は一瞬息が詰まってしまう。

　そして吐息が掠れるほどの距離まで顔を寄せ、低い声で囁いてきた。

「陽菜、教えて。さっきどうしてあんなことを言ったんだ？」

「お、教えてって……」

「言ってくれなきゃ、ここまで俺を追いかけてきた意味がわからないだろ」

「それは……」

　翔太はなぜ私が独占欲丸出しの「翔太は私の夫だから。二度と手を出さないで、こんなことをしないで」という言葉の意味を知りたがっている。

　ここは自分の気持ちを伝えるチャンスなのに、照れくさい感情が先走ってしまった私は口から言葉がうまく出てこない。

「俺を追いかけてわざわざ長野まで来てくれたのは、どういう感情から？　ちゃんと陽菜の言葉で聞きたい」

　私が照れて言えずにいることを、親友歴の方が長い彼は悟っているだろう。

　だからか、浮かれた声だ。

「もう……わかってるくせに……」

「言ってくれなきゃわからないよ。俺は飯塚さんと俺との間には何もないってちゃんと言葉で示したつもりだ。だから、陽菜もちゃんと教えてほしい」

　たしかに翔太はきちんと飯塚さんに言葉で𠮟責をして、疑いもちゃんと晴らしてくれた。

　だからこそ、翔太のことは信用できるし、私への思いも本物だってことが伝わってくる。

　どんなに思い合っていても、その思いを言葉にしなければ、何も伝わらない。

　そんなこと、子どもでもわかる問題だ。だから、私も……素直になって、この感情を翔太に伝えるんだ。

「……し、嫉妬……」

「んっ？　もう一回」

「だ、だから嫉妬！　何回も言わせないで……！」

　小さな声だったけど、飯塚さんに向けた感情を初めて言葉で表した。翔太はさらに浮かれた声になり、私を抱きしめる力も強くなる。

「俺が飯塚さんと男女の関係になっていると思って、嫉妬した？」

「そ、そう」

「だから、心配でここまで来たのか？」

「だから、そうって言ってるじゃない……！」

　激しい羞恥心に襲われ、顔を覆いたくなるほど恥ずかしい。

　こんな熱く、そして真っ赤になっているであろう顔を翔太に見られたくないから俯きたいけれど、彼の右手の指先が私の輪郭に添えられていて俯くこともできず、全て翔太に見られていた。

「ハハッ。陽菜、可愛いな」

　そして翔太は私の頬にキスを落とすと、輪郭を捕らえていた指先は下に落ちていき、私の胸の下に添えられ、胸の形を撫でるように滑らせる。

「あっ、ちょっと……！」

　胸の形を撫でられ、最も感じる部分に触れない指先の動きに、焦らされる気分になってくる。

　翔太に触れられて、心臓が痛いくらいに激しく動き出した。

「本当に俺の奥さんは可愛い。まさか、浮気の心配をしてホテルにまで乗り込んでくるなんて、なかなか激しい愛情表現だ」

　彼の低い声は私の身体を痺れさせて、動きを封じてくる。

　しかも可愛いなんて言われたら我慢できない衝動に駆られそうだ。

　でも、今は自分の気持ちをしっかりと話さなきゃ……。これ以上、黙っておくなんて無理だ。

「自分でも……びっくりしてる。私の中にこんな感情があったなんて、まだ信じられないもの」

「じゃあ、どうしたら自分の気持ちを信じられる？」

「それは……」

　ちらっと翔太の顔を見ると、熱っぽい瞳を私に向け、期待を込めた眼差しを向けている。

　私も逸らさず潤んだ瞳で翔太の方をずっと見つめると、翔太はふっと甘い微笑みをくれた。

「陽菜、今日はここに泊まる予定？」

「一応部屋は取ってある……けど」

「それなら今日は俺の部屋に泊まって、朝まで愛を確かめ合おう」

「えっ?!」

　いきなりここに泊まることを提案され、向かい合うように反転させられる。そして、翔太に強く抱きしめられた。

「陽菜の中にある俺への思いを全部ぶつけてほしい」

「私の中の……」

「陽菜、愛してる」

「翔太……」

　耳たぶに唇をつけられて囁かれた甘い言葉は、一気に熱を与えてくれる。

「陽菜は？」

「えっ？」

「俺のこと、どう思ってる？」

「どうって……」

「ここまで来たのだから、隠さずに言ってほしい」

　鼻同士がくっつく距離で言葉を求められ、今すぐにでもキスをされそうだ。

　私は翔太の目を見つめたあと、ふっと笑って目を細める。

「そう……ね。こんなところまで翔太を追いかけて来ちゃったんだから、いまさら恥ずかしがっても仕方ないよね」

「ハハッ。そうだな」

　軽く深呼吸をして、気持ちを整える。

　思い出すのは、翔太と今まで過ごした日々と、その時に生まれたたくさんの大切な感情だ。

「翔太……翔太は私の人生の中で、一番心を許せる存在だった」

　私は幼い頃から、一番頼りたかった大人に頼れず、ずっと誰にも心を許せず我慢をする日々だった。

「誰にも愛されなかった人生を生きてきた私は、誰かに愛してもらえるとか、愛してほしいとかそんなことを思ったことがなかったの」

　翔太は私の過去を全て知っているから、私以上に苦しい顔をする。「もう言わなくていい……」と言ってくれたけど、私は笑顔でその言葉を遮った。

「でも、翔太と出会えて、親友と思える存在になってくれただけでも嬉しかったのに翔太は……私を女として愛してくれた」

　自分なりの言葉で、愛を込めて翔太に真っ直ぐに伝えた。今まで誰かに愛を伝えたこともなかったし、伝えることがなかった私の精一杯、今考えた言葉だ。

「翔太は、全部の愛を私に教えてくれたし、与えてくれたの。だから、誰とも一緒にならないと決めた私だけど……あなたに惹かれたのだと思う」

　ここまで正直に言ってしまうと身体も顔もかなり熱くなっていて、汗が出てきてしまいそう。

　でも、最後に絶対に言わなきゃいけない言葉がある。

　それを言うために今、私はここにいるのだから。

「翔太、私、翔太のことが好き。親友としても、夫としても」

　目を細め、微笑みながら伝えたけれど、緊張と恥ずかしさから声が震えてしまった。

　だけど、私の思いは十分通じたのか、翔太はとても満足げな顔をしていて、私と同じように微笑んでいる。

　そしてちょっといたずらっ子な表情を見せてきた。

「好き……だけ？」

「えっ？　えっと……」

「それ以上の気持ちはない？」

　ぐっと距離を縮めてきて、私は壁に背中をつけてしまう。両手を顔の横に置かれ、逃げ場を無くされた私。

　だけど、恥ずかしいからってここから逃げる気なんて毛頭ない私は、彼を真っ直ぐ見つめ続けた。

「それはある……！」

「じゃあ言って」

　私の頬に唇を当てながら、囁かれた言葉に背中がぞくぞくする。私は熱い吐息を零しそうになりながら、なんとか口を開いた。

「翔太のこと……愛してる」

「陽菜……俺も、陽菜のこと愛してる。やっと……やっと両思いになれた」

　壁を押さえていた手は私の身体に回されて、また強く抱きしめられた。

　そして翔太はこめかみにキスをし、深く息を吸う。

「それに陽菜がこんなに情熱的に行動してくれるなんて夢にも思わなかった。今まで生きてきた中で一番の幸せだし、最高だ」

「ちょっと、大げさよ」

「大げさじゃない。俺の片思い歴から考えたら、陽菜が俺に嫉妬してくれるなんて、ありえないことなんだよ」

　なるほど……と、翔太の胸に顔を埋めながら、妙に納得してしまった私。

　翔太は大学生の時代の時からずっと好きだったと言ってくれたから、もう十年も私のことを好きでいてくれていたんだ。

　そう思うと、彼のことが愛おしく思え、いじらしくも感じる。

　もう絶対に私だけのものにしたいと、ひどい独占欲が止まらない。

「私は……自分の独占欲の強さに驚いてる」

「俺は大歓迎だ。もっと縛ってくれてかまわない」

「そ、それはちょっと」

「ハハッ」

　縛るなんて言うものだから、一気に焦ってしまった私の反応に、翔太が声を出して笑い、そしてそのまま勢いよく横抱きをされてしまう。

　翔太は部屋の中に入っていくと、窓際に設置されているセミダブルベッドに私をそっと寝かせ、スーツのジャケットを脱ぎながら私に覆い被さってきた。

「陽菜、キスをしてもいい？」

「うん」

　翔太は私に返事を伺いながらも、ほとんどキスをしている状態だ。それくらい近い距離に唇はあり、上唇はもう重なっていた。

　私の返事を聞くと、翔太はすぐに下唇も重ねて舌を咥内に入れ込んできた。

　翔太の舌が私の舌と絡み合い、息も荒くなる。重なった唇からは熱い息がこぼれ、唾液が交わるいやらしい水音もした。

「はっ……」

　うまく息ができなくて酸素が足りず、肩を上下させる私を見て翔太はようやく唇を話した。

「キス、まだ慣れない？」

　チュッとリップ音を鳴らせて唇が離れると、翔太は首を傾げる。

「ちょっと苦手なだけ」

「じゃあ、慣れるためにこれからは毎日、キスをしよう」

「毎日？」

「うん、毎日。おはようもいってらっしゃいも、おかえりもおやすみも。挨拶は全部キスだ」

　翔太はそう言うと頬にキスを落とし、そのまま唇は輪郭をつたい、首筋に落ちていく。

　首筋に顔を埋めると強く吸いついた。

「んっ……」

「陽菜。やっと……俺だけのものになった」

　翔太は感情を噛みしめるように言葉に出し、私を強く抱きしめる。

　顔が首元から離れると、私の顔を大きな両手で包んだ。

「陽菜、言いたいことがあるんだけどいい？」

「なに？」

「陽菜、愛してる」

「えっ、う、うん」

　改めて思いを告げられ、何度も瞬きをしてしまう。

　愛おしさがたっぷり詰まった目で見つめながら、翔太は言葉を続けた。

「この先の俺の人生を全て、お前に捧げる。俺の一生をかけて大切にする。だから、俺と結婚をしてくれ」

「結婚は……もうしているけど……」

　婚姻関係はもう結んでいるはずなのに、なぜかプロポーズをされてしまった私。

　現状を理解できていない私に、翔太ははにかんで笑った。

「本当の結婚生活を始めたい。だから、今、改めてプロポーズをしたんだ」

「あっ、そういう……」

　翔太の行動の意味が理解できて、一気に身体全身が熱くなってくる。

　この雰囲気を読み取れなかった恥ずかしさと、彼の情熱的なプロポーズに熱は上がっていくばかりだ。

「答えは？」

　そんな私に、翔太は答えを求めてくる。もう彼のことしか見えない私の答えは一つに決まっていた。

「そんなの……もちろんいいに決まってるじゃない」

　私の返事を聞き、翔太は満面の笑みで答えてくれた。

　そのまま顔は落ちてきて、またキスの嵐が始まる。何度も角度を変えて唇が重なり、彼の手は私のカットソーの中に入ってきて、身体のラインを撫でるようになぞる。

「ま……って。まだ、シャワーも浴びてない……」

「構わない。このままの陽菜を抱きたい」

　興奮した翔太の荒々しい息が私の上半身にかかり、私もさらに身体が火照ってきた。

　今日の服装は黒のカットソーにデニムという楽な恰好だったから、簡単に服は脱がされ、下着一枚の姿にさせると、自身もジャケットとシャツとネクタイ、そしてスラックスも脱ぎ、ボクサーパンツ一枚の姿になった。

　そこには彼がどれだけ興奮しているかわかる状態に昂ったものが主張されていて、何度か見ているけれどいまだに慣れない私は、目を逸らしてしまう。

「陽菜、俺を見て」

　翔太に呼ばれ、彼の顔を見ると背中に手が回されてブラのホックが取られる。

　締めるものがなくなった両胸は揺れながら肌が露わになり、翔太はすぐに右胸の先端を咥内に含んだ。

「んあっ！」

　少し強い力で吸われ、翔太の舌先で先端を転がされる。左胸は彼の大きな手で覆われて左右に揉み解され、手の中で痛いくらい先端は敏感に反応していた。

「ふっ……んん……」

　咥内に含まれた先端を、翔太は舌先でころころと転がしながら甘噛みをする。そのたびにびりびりとした微弱な電流が身体に流れて、足先もぴんっと伸びてしまう。

「はっ……ああ……」

　強い快感を感じる先端を彼は舌で弄り、私の反応を楽しんでいるみたいだ。

　私が甘い声を出すたびに先端を甘噛みしたり、親指と人差し指で摘まんでくりくりと擦られる。

「んん……やあ……」

　動きをやめない翔太の指と舌は、私の感じるところをとことん攻めてきて、甘美な刺激が止まらない。

　下腹部が疼き、甘い刺激に耐えられなくてぶるぶると震える。

「しょう……た……。そこばっかりやあ……」

　与えられる快楽に耐えられなくて腰を動かし、よがりながら翔太に訴える。

　だけど、彼は嬉々とした顔で私を見つめていた。しかも、ぷっくりと膨らんでいる胸の先端を舌で転がしながら。

「んっ？　辛い？　でも、気持ちよさそうによがってくれているけど」

「そ、れは……」

　舌先でピンッと先端を弾けさせて一気に強く吸われてしまい、私は腰が浮くくらいの大きな刺激に襲われる。

「んあ！」

「すごく感じてる陽菜が可愛い。もっと見たい」

　含んでいた先端から離れた唇から、翔太の甘い言葉がささやかれる。

　私は熱い吐息を零し、虚ろな目で彼を見ていた。

「その顔、いい。めちゃくちゃいい」

　雄の顔つきになった翔太こそ、私にとってめちゃくちゃいい存在だ。

　今からその顔と身体に抱かれるのかと思うと、否応にも身体は反応してしまう。

　愛している人に求め、求められることってこんなにも幸せなことなのだと、身体中で感じられるからだ。

「翔太……好き」

　求められることが嬉しくて、今の感情がそのまま言葉になって出てきた。

「……いきなり言うのは反則だ」

　翔太は顔を真っ赤にして目から下を手で覆うと、恥ずかしいのか明かりを消してしまった。

「ふふっ。翔太が照れるなんて珍しいね」

「今からそんな軽口なんか言えなくしてやるからな」

　私が意地悪を言うと、翔太は少し拗ねた声を出していた。

　翔太は自身のボクサーパンツを脱ぎ、私のショーツも素早く脱がすと、お互い生まれたままの姿になる。

　そして翔太の指が私の胸から下へと落ちていき、下腹部の茂みをかき分けて秘裂がある場所へと辿り着いた。

　秘裂を指で開き、指先を中に侵入させると、すでに濡れそぼったそこから小さな水音がした。

「くう……」

　翔太の長い指が秘部の中に侵入してきて、膣壁を擦りながらゆっくりと奥に入っていく。

　擦られるたびに強烈な快感がそこを中心に響き、腰が浮いてしまう。

「ひゃっ、あっ、ああ」

「陽菜、いい声だ。もっと聞かせて」

　翔太も興奮してきたのか、荒い息遣いと掠れた声で私の名前を呼ぶ。

　それが妙に色気があって、さらに私の身体をぞくぞくさせた。

　翔太は指を小刻みに出し入れし、私のいいところを攻めたててくる。指を出し挿れされるたびに愛液の音も大きくなり、太ももに垂れてしまうくらい私は彼を全身で感じていた。

　翔太は秘部を弄る指を止めないまま顔を胸に近寄らせ、突先を口に含む。

　そしてさっきと同様、舌で飴玉を舐めるようにころころと突先を転がせてそれを味わう。

「あああ！　ど、うじは……だめ……！」

　上と下、同時に快感に襲われて、身震いが止まらない私。

　嬌声をあげてやめてくれることを懇願することしかできず、あまりの気持ちよさに両腕で目を覆ってしまう。

　やめてと懇願しても動きを止めない翔太は、胸の突先を甘噛みしながら、秘部の茂みの中にある、小さな粒を指先で触り始めた。

　私の愛液で濡れた指はとろとろになっていて、それが潤滑油となり、小さな粒に強烈な刺激を与えてくる。

　小さな粒への刺激からくる快感は、胸や秘部とは比較にならないほどの気持ちよさだ。

「んんん！　あっ、やああ！」

　粒を指で上下に擦り、跳ねるように左右に揺らし、そしてぐっと指の腹で押さえてくる。

　そのどれもが私の中に強すぎる快感の電流を流し、腰も首も反らして快感を逃がそうとするけれど、次から次へと襲ってくる快楽にやられ、今にも意識は飛んでしまいそうだ。

　翔太の指が中を滑るたび、蜜がどんどん溢れてじゅぽじゅぽと水音を鳴らす。

「あっ、もう……翔太……！」

　快感に意識が集中してしまい、翔太の顔が見られない。今までも翔太に抱かれて散々快楽を与えられたけれど、今日は今までの中で一番、翔太のことを感じられている気がする。

　恋心を自覚して、初めての触れ合いだからだろうか。

　しかも、彼からも愛を伝えられ、抱かれているこの状況は幸せ以外の言葉が見つからない。

「陽菜……陽菜……」

　翔太は私を求める時、いつも掠れた低い声で名前を呼んでくれる。

　私はその声が好きだ。そして、今はもっと好きになっている。

「翔太……挿れて……」

　私から求めるのは初めてのことだ。今まで、翔太が甘い言葉をかけてくれるから、その言葉に負けたふりをして彼が求めてくれるまま受け入れていた。

　でも、今は違う。私も翔太自身がほしい。心も身体も翔太だけを考えていたいし、感じていたい。

「陽菜……初めてだな、そんなふうに言ってくれたの」

「うん、だって……翔太のことが好きだから。好きな人と繋がりたいのは、当たり前のことでしょ」

「ああ、そうだ。そのとおりだ」

　翔太は満足げな顔をしてそう言うと、私の両太ももを持ち上げると足を大きく開いた。

　露わになる私の秘所は、今すぐにでも翔太自身を受け入れたくてひくひくと痙攣している。

「もう今日はこのままで挿れるぞ」

「うん、私も翔太をそのまま感じたい」

「はあ……俺の奥さん、可愛すぎる」

　翔太は嬉々とした表情を隠さず、眉を下げて微笑む。それはとても幸福感に満ち足りていて、きっと私も今こんな顔をしているだろう。

「一緒に気持ちよくなろう、陽菜」

「うん……！」

　その言葉を合図に、屹立した翔太自身がゆっくりと私の中に入ってきた。

　すでに熱を持って硬くなっていたそれは十分な反りあがりをしていて、秘所の割れ目を開いていく。

「うっ……くう……！」

「くっ……気持ちいい……」

　スローな動きで秘部の中にどんどんと侵入してくるそれは、私の愛液を潤滑油にしてぬるぬると入ってくる。

　質量を増したそれは私に圧迫感と快楽、そして幸せをもたらしてくれる。

「しょうたぁ……。き、もち、いい……」

「はあ……俺も。想像以上に気持ちよすぎて持たないかも……」

　少し情けない声だけど、快楽を我慢しているのは私も一緒だ。だから、翔太の気持ちはすごくわかる。

「もっと陽菜を感じたいから、ちょっと激しく動くぞ」

「うん、わかった……」

　翔太は私にそう言うと、私の腰をしっかりと手で掴み、固定する。そして一気に秘部の奥の方まで腰を突き動かし始めた。

「ああ！」

　強い衝撃に身体が悲鳴を上げそうだ。それくらい下腹部の奥に刺激が伝わり、今にも爆発してしまいそうになって、私はシーツを思い切り握りしめた。

　翔太が与えてくれる快楽しかない感覚に襲われ、身体をくねらせて快感を逃がしたいけれど、翔太が腰を固定しているから絶対に逃げられない。

「はあ……陽菜の中、すごくいい……あったかくて、気持ちよくて……ずっとこうしていたい」

　翔太は腰を動かして私の全身を揺らしながら、恍惚とした目で見つめてくる。

　視線でも抱かれている気がする……。羞恥心は振り切ってしまっている今、きっと私も彼と同じような顔をしているだろう。

　繋がっている部分から肌同士がぶつかり合う音が部屋に響き、愛液が溢れる音も止まらない。

　翔太自身のものも熱くなって硬さも質量も増していて、今にも迸りそうなくらいの圧迫感が私の下腹部にある。

　それで膣内を何度も激しく往復されているんだ。

　私はもう意識を手放しそうになっていて、ずっと甲高い喘ぎ声を出していた。

　翔太自身のものが秘部の最奥を何度も執拗に突き、膣壁を圧迫して攻め立ててくる。腰をぶつけられるたびに、下腹部が激しく疼き、収縮をしている。

「くうん……んん！　ああ！」

「くっ……イ、く……！」

　ずっと動きを止めなかった翔太が、ひと際激しく私の中を貫いた時、あったかいものが私の中で迸った。

　そしてその瞬間、私の意識も一瞬、真っ白になり、そのあと強烈な脱力感に襲われる。

「陽菜……大丈夫か？」

　ずっと余韻が覚めなくてぐったりしている私に、翔太は汗ばんだ肌で私を抱きしめて優しい声で言葉をくれる。

「うん……大丈夫。すごく……よかった」

　私も彼の汗ばんだ背中に自分の腕をまわして、しっかりと抱きしめる。さっきまであんなに激しく愛し合っていたのに、こうしているほうが愛を感じられるのは不思議だな……なんてことを頭の中で考えていた。

　すると、翔太が何かを思いついたように勢いよく起き上がる。

「お互い汗でべとべとだな。風呂でも入る？」

「あっ、そうね。いいかも」

　たしかにシャワーさえも浴びることもせず、すぐに翔太と身体を重ねたから、汚れやにおいも気になるところだ。

「先、どっちが入る？　私はどっちでも……」

「よし、じゃあ一緒に入るか」

「えっ！」

　順番を譲ろうとしたら、翔太が驚くことを言いだす。

「一緒に入るって……」

「そのあと、もう一回しよう。なっ」

　しかも、もう一回しようと満面の笑みで言われてしまった。

　まさかこんな展開になるとは思わず、せっかく落ち着いていた熱はまた戻りつつあり、焦った私はドキドキする胸に手を当てている状態だ。

「せっかく両思いになれたのに、この一回だけじゃ物足りないだろ。もっと陽菜と繋がりたい」

「翔太……」

　翔太はお預けを食らった大型犬のような顔をしている。すごく申し訳なさを感じるけれど、もう一回と言われて少し高揚した気持ちがあるのは事実だ。

　だから、ふふっと笑ってしまった。

　そんな私を見て、翔太は安堵した顔になり、口を開く。

「それに、家族も早く増やしたいし」

　家族……。それは私と翔太の子ども、ということだろう。

　急すぎる家族計画に驚きはしたけれど、全く嫌な気持ちには一切ならなかった。

　それよりも、どんな家族になるだろうと期待の方がいっぱいだ。

「それも……そうね。いいかも」

「よし、そうと決まったらまずはシャワーだ。いくぞ、陽菜」

「えっ、きゃあ！」

　勢いよくベッドからおりたと思ったら、翔太は私を横抱きにしてシャワールームに連れて行く。

　そのあとは、シャワールームで一回、ベッドに戻っても体力がなくなるまでずっと求め続けられた。

　それは今まで翔太と過ごした日々の中で、一番濃密で幸せいっぱいで、一生忘れることはないだろう、熱い夜を過ごすことができた──────







エピローグ








　翔太と気持ちを通じあってから五ヶ月が過ぎた。

　季節は春になり、初々しい新入社員が私の勤めていた百貨店にも入社してくる時期だ。

　懐かしいな……。みんな元気かな、なんてニュースに映る働く人の姿を見ては、思いを馳せている。

　というのも、私は年末で受付をやめてしまったからだ。

　その理由は、つわりがひどくて業務に支障をきたしてしまうからだった。

　あの夜、無事翔太と私の間に子どもが宿り、小さな命が私の身体に宿ってくれた。

　それはとても嬉しかったのだけど、想像以上につわりがひどくて一人で動くこともままならないことが多く、そのまま働いていても後輩の結子ちゃんたちに迷惑をかけるだけということから、退職してしまった。

　みんな快く見送ってくれ、ひどかったつわりも安定期に入るとようやく落ち着き、今は穏やかな妊婦生活を送っている。

　そして今日は日曜日。翔太の仕事も休みだ。

　そんな彼と今後のことを話し合うために、リビングのソファで寛いでいた。

「安定期にも入ったし、そろそろ翔太のお義父さんとお義母さんに、妊娠の報告に行かなくちゃね」

　ノンカフェインの紅茶を飲みながら、ノートパソコンを見つめている翔太に声をかける。

　話の内容を耳にすると、こちらを向いてにっこり笑っていた。

「ああ、そうだな。うちの両親、万歳して喜ぶぞ。ずっと孫はまだかって催促されていたから」

「たしかにそんなことも言ってたね」

「ああ、でも、嫌な意味じゃなくて、純粋に孫の姿が見たいってことだから、安心してくれ。性別も気にしていない親だから、そこは大丈夫」

「翔太のご両親のそういう寛大なところ、私、好きよ」

「嬉しいことを言ってくれるな」

　自分の両親のことをそう言ってもらえて嬉しいのか、翔太の顔が穏やかな顔つきになる。

　私の両親には絶対に会うことはないし、縁も切っているから報告することは絶対にないだろう。

　お義母さんの嫁の私に対する圧は最初はすごかった。だけど、私が働く百貨店の顧客である彼の両親は、百貨店の外商部や役員たちから受付で働く私の仕事ぶりを聞き、何度も受付に顔を出していた。

　その時の私の働きぶりを見て「うちの嫁は百貨店の顔で仕事もできる。息子はいい嫁を貰った」という考えになったらしい。

　それからは私も本当の娘のように大切にしてもらい、関係も良好だ。私は翔太のご両親のような親になりたいし、もっと家族らしい関係になりたいと思っている。

　そんな私の決意なんか知らず、翔太はまたノートパソコンに視線を移す。

　私は何を見ているのかと気になり画面を覗くと、大手旅行サイトのページを見ていた。

「旅行？　旅行に行きたいの？」

「ああ、旅行に行くって約束したまま、妊娠のことがあったからまだ実行できてないだろ。でも、今はもう安定期に入ったし、行けなかった新婚旅行に行こうと思って。どこがいい？　どうせなら、思い切り羽を伸ばしたいな」

　そういえば、旅行に行こうって五ヶ月前に約束したまま、それっきり話題に出なかった。

　私がつわりで大変だったこともあり、ずっと約束は決行されなかったからだ。

　でも、今は安定期に入ったし、遠出もしなかったら少しは大丈夫だろう。

「いいね、いろんなところに行きたいな。行きたい候補がありすぎて決められないね」

　旅行サイトのページを見ると、魅力的な観光スポットや料理の写真が載ってあり、選ぶことなんてできない。

　どうしようと画面を見つめて悩んでいると、翔太の手が私の頭の上に優しく置かれた。

「それじゃあ、毎年、結婚記念日には旅行に行こう。年をとって動けなくなるまで、いろんなところに二人で行こう。夫婦なんだから」

　私を愛おしく見つめ、はにかんだ表情で翔太は言ってくれた。

　その言葉に胸が温かくなり、まだ先の未来のことなのに、今からワクワクしている自分がいる。

　翔太とこれからもずっと一緒にいるのだろ、改めて実感できたからだ。

「そうね、夫婦だもんね」

「ああ、約束」

　翔太は頭に置いていた手を降ろし、私の手に添えると小指同士を絡めて指切りげんまんをする。

　子どもっぽい約束の仕方に笑いが込み上げてきたけれど、同時に幸福感に満たされて目尻から涙が零れそうだった。

　ずっと家族を持つなんて、私には考えられなかった。

　でも、翔太がいてくれたおかげで、私は本物の家族愛というものを心底感じている。

　翔太に出会えてよかった。彼を愛してよかった。愛してくれてよかった。

　お腹にそっと手を添えながら幸せに浸っていると、翔太はお腹を触っている私の手の上に自分の手を置いた。

「もしかして、俺達ばかりの話をしていたから、のけ者にされていると思って機嫌が悪くなったかな」

「ふふっ。そうかも」

「それなら、安心しろよ。お前が立派な大人に成長するまでは何よりも一番はお前だからな。でも、成人したら、ママはパパに返してくれよ」

「もう、何言ってるの」

　そんな軽口を言いながら、今日もゆっくりと時間は流れ、幸せが一つずつ増えていく。

　この人となら、最高に幸せな家族の時間をこれからも過ごせるだろう。

　そんなことを思いながら、絡めた小指にキュッと力を入れた。
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あとがき








　初めましての方は初めまして。お久しぶりの方はこんにちは。

　ここまで読んでくださりありがとうございます。秋あき花はないずみです。

　濃蜜ラブルージュさまでは三作目となる今作、いかがだったでしょうか。

　前作はなかなか優柔不断ではっきりしないダメヒーロー、一作目はよい夫であるけれど男らしさにかけるヒーローでした。今作はもう少し男らしいヒーローを書きたかったのですが、相変わらず押しが足りないヒーローになってしまいました……。

　しかし、今までよりちょっとは男らしいヒーローが書けたかなと思っております。（私なりに……ですが）

　そしてヒロインは私が今まで書いてきたヒロインの中では、結構行動派なヒロインが書けて、すごく楽しかったです。

　浮気（かもしれない）現場に乗り込んだヒロインって今作が初めてかも……。

　行動派なヒロインは書いていて気持ちがいいですね。すごく楽しかったです。

　でも、読者様には「もっとガンガンいけ！」なんて思われていたかもしれないなとか考えると、反省点がいっぱいですね。

　これからもっとスカッとするような作品も生み出していけたらなと、あとがきを書きながら改めて思いました。

　次回、読んでいただける機会があれば、さらに楽しいお話になるように頑張ります！

　でも、まずは今作！　このお話の感想を簡単でもいいのでどこかで呟いていただければ私のエネルギーになりますので、もしよければよろしくお願いします……！

　それでは、ここまでお付き合いいただきありがとうございました。また次回お会いできることを祈ってます……。






秋花いずみ
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